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調査の概要 
 
1.調査票の作成 

2021（令和3）年12月に学生委員会学生生活調査

WGで調査内容の企画立案を行った。 

2.調査の期間 

2022（令和4）年1月19日～2月20日 

3.調査の対象及び抽出率 

学部学生及び大学院学生。基本調査、留学生を対

象とする調査ともに悉皆調査。 

4.調査の方法 

基本調査、留学生を対象とする調査ともに、オン

ライン調査。 

 

5.調査の内容 

（学部学生） 

Ⅰ．基本的事項、Ⅱ.入学・進学・学業、Ⅲ．就

職 Ⅳ.不安・悩み、Ⅴ.新型コロナウイルス感染

症の影響、Ⅵ．大学への要望、Ⅶ．生活費の状

況、Ⅷ．通学・住居、Ⅸ.奨学金、Ⅹ.アルバイ

ト、Ⅺ．家庭の状況、Ⅻ.具体的記述 

（大学院学生） 

Ⅰ．基本的事項、Ⅱ.大学院入学の目的、Ⅲ．学

会参加・研究活動 Ⅳ.就職、Ⅴ.不安・悩み、

Ⅵ．新型コロナウイルス感染症の影響、Ⅶ．大学

への要望、Ⅷ．家庭の状況、Ⅸ．生活費の状況、

Ⅹ.研究奨励金及び奨学金、Ⅺ．アルバイト・暮

らし向き、Ⅻ.具体的記述 

 
報告について 
1.学部学生及び大学院学生を対象に調査を行った。基本調査と留学生調査は別に実施し、特に比較が意味を持

つと思われる項目について、両者の比較分析を行った。集計結果の分析に当たっては、部局間・年度間・男

女間などの相違に注目し、特異な数値傾向の把握に努めた。 

2.「学生生活実態調査結果報告書」については、調査票、単純集計表、及びクロス集計表を省略した。省略し

た集計表等については、ホームページに別ファイルとして掲載した。 

3.2009年度までは、２分の１程度の具体的記述を原文のまま報告書に記載していたが、個人が特定できる可能

性があること、さらに、報告書掲載の基準が恣意的になりやすいこともあり、2009年調査より具体的記述は

報告書に掲載しないこととした。ただ、このことは具体的記述を無視するとか軽視することを意味している

わけではなく、それぞれの具体的記述は学生委員会学生生活調査ＷＧで検討するとともに、担当理事によっ

ても検討され、大学の施策の改善に役立てられている。 

4.複数回答の設問については、回答者数（非該当及び無回答を除く）を分母にして百分率（パーセント）を算

出している。そのため、パーセントの合計は100％を超える場合がある。 

 
グラフと表について 
1.本文に掲載した経年変化のグラフと表については、1986年調査まで遡って取り上げた項目がいくつかあり、

2ページに1986年以降の学部学生調査、3ページに1958年以降の大学院学生調査の実施状況を表示した。 

2. 文中に掲げたグラフと表については、それぞれの年の比較を見やすくするため「無回答」及び「非該当」

を除いた比率で作成している。ただし、学部学生調査の時系列の場合には、2007年までは無回答を含んでい

る。また、個々の数値を四捨五入しているため、合計が100％に満たないものと100％を超えるものがある。 

3.複数回答の設問については、回答者数（非該当及び無回答を除く）を分母にして百分率（パーセント）を算

出している。そのため、パーセントの合計は100％を超える場合がある。 

4.平均値の算出は、非該当及び無回答のものを除く該当者平均を求めた。 

5.作表の説明変数として用いた用語の定義は、次のとおりである。 

  「全体」･･････････････････回答者全員の比率を示す。 

「文科系」「理科系」･･･････在籍する部局により二つの系に区分したものを示す。 

「本郷」「駒場」「弥生」････学生が主に通学するキャンパスを示す。
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学生生活実態調査実施状況一覧（学部学生） 

 

回 数 調査年月 対象学生 抽出率 対象者数 回収率 調査方法 

           人    ％   

第36回 1986年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,385 72.6  郵送自記式 

第37回 1987年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,432 73.9  郵送自記式 

第38回 1988年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,459 70.9  郵送自記式 

第39回 1989年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,480 78.5  郵送自記式 

第40回 1990年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,504 63.1  郵送自記式 

第41回 1991年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,530 62.2  郵送自記式 

第43回 1993年11月 学部男子・女子  男・女 １／10 1,593 64.8  郵送自記式 

第44回 1994年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 2,005 60.6  郵送自記式 

第45回 1995年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 2,011 64.0  郵送自記式 

第46回 1996年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 2,004 60.9  郵送自記式 

第47回 1997年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,990 60.2  郵送自記式 

第48回 1998年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,964 60.3  郵送自記式 

第50回 2000年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,917 54.4  郵送自記式 

第51回 2001年11月 学部男子・女子  男・女 １／８ 1,900 49.6 郵送自記式 

第52回 2002年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,749 37.2 郵送自記式 

第53回 2003年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,700 40.6 郵送自記式 

第55回 2005年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,534 38.7 郵送自記式 

第56回 2006年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,455 32.8 郵送自記式 

第57回 2007年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,406 43.0 郵送自記式 

第58回 2008年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,506 45.2 郵送自記式 

第60回 2010年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,419 42.6 郵送自記式 

第62回 2012年11月 学部男子・女子  男・女 １／４ 3,346 45.3 郵送自記式 

第64回 2014年11月 学部男子・女子 男・女 １／４ 3,337 44.0 郵送自記式 

第66回 2016年11月 学部男子・女子 男・女 １／４ 3,325 36.6 郵送自記式 

第68回 2018年11月 学部男子・女子 男・女 １／４ 3,359 35.9 郵送自記式 

第70回 2021年 3月 学部男子・女子 悉皆（全数）調査 13,394 12.6 Web(ｵﾝﾗｲﾝ) 

第71回 2022年 1月 学部男子・女子 悉皆（全数）調査 13,295 11.4 Web(ｵﾝﾗｲﾝ) 

（注）「休学者」「外国人留学生」は、対象学生から除かれている。1992 年調査は「外国人留学生」を含む 
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学生生活実態調査実施状況一覧（大学院学生） 

 

回 数 調査年月 対象学生  抽 出 率 対象者数 回収率 調査方法 

           人    ％   

第9回 1958年12月 課程在籍者 
男子      1/5 

248 95.6 
面接調査 

（一部郵送） 女子      1/5 

第11回 1960年11月 
 課程在籍者  

＋ 留 年 者 

男子      1/3   
面接調査 

（一部郵送） 
女子     全数 785 85.2 

留年者    全数   

第17回 1966年12月 課程在籍者 全       数 3,002 48.7 
研究科窓口配布 

（一部郵送） 

第28回 1978年12月 課程在籍者 
男子     1/4 

1,177 66.2 郵送自記式 
女子     全数 

    
 課程在籍者  

＋ＯＭ、ＯＤ 

男子  1/2～1/4 

1,382 66.3 郵送自記式 第35回 1985年11月 女子     1/2 

    ＯＭ、ＯＤ  1/2 

第42回 1992年11月 課程在籍者 

男子(文)     1/2 

1,496 59.8 郵送自記式 男子(理)   1/6 

女子     1/2 

第49回 1999年11月 
 課程在籍者 

＋ＯＭ、ＯＤ 
男子・女子  1/4 2,099 49.5 郵送自記式 

第54回 2004年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,539 40.6 郵送自記式 

第59回 2009年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,675 49.9 郵送自記式 

第61回 2011年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,621 45.3 郵送自記式 

第63回 2013年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,295 40.2 郵送自記式 

第65回 2015年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,508 43.9 郵送自記式 

第67回 2017年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,450 37.8 郵送自記式 

第69回 2019年11月 課程在籍者 男子・女子   1/4 2,386  41.6 郵送自記式 

第71回 2022年1月 課程在籍者 悉皆（全数）調査 12,925 11.3 Web（ｵﾝﾗｲﾝ） 

注 １) 「ＯＭ」はオーバーマスター、「ＯＤ」はオーバードクターの略を示す。 

２) 「休学者」「外国人留学生」は、対象学生から除かれている。但し、1992年調査は「ＯＭ、ＯＤ」を

除き「外国人留学生」を含む。
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2021 年度(第 71 回)学生生活実態調査回収状況一覧（学部学生） 

 

対象者数

（人）

回収数

（人）

回収率

（％）

対象者数

（人）

回収数

（人）

回収率

（％）

対象者数

（人）

回収数

（人）

回収率

（％）

5,115 508 9.9% 1,269 247 19.5% 6,384 766 12.0%

667 48 7.2% 194 29 14.9% 861 79 9.2%

410 33 8.0% 104 22 21.2% 514 55 10.7%

1,823 156 8.6% 202 32 15.8% 2,025 190 9.4%

528 48 9.1% 188 30 16.0% 716 79 11.0%

567 79 13.9% 55 14 25.5% 622 97 15.6%

448 41 9.2% 146 32 21.9% 594 73 12.3%

619 36 5.8% 126 10 7.9% 745 46 6.2%

306 42 13.7% 131 30 22.9% 437 72 16.5%

130 12 9.2% 77 16 20.8% 207 28 13.5%

123 14 11.4% 67 11 16.4% 190 25 13.2%

5,621 509 9.1% 1,290 226 17.5% 6,911 744 10.8%

10,736 1,017 9.5% 2,559 473 18.5% 13,295 1,510 11.4%

10,857 1,210 11.1% 2,537 458 18.1% 13,394 1,691 12.6%

※性別に関して、「その他」の選択者及び無回答者は合わせて22名見られたが、全体の回収数（人）には含めた。

小 計

合 計

2020年度（第70回）

調  査

理学部

農学部

経済学部

教養学部（後期）

教育学部

薬学部

後

期

課

程

法学部

医学部

工学部

文学部

学部名
男子 女子 全体

前期課程・教養学部
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2021 年度(第 71 回)学生生活実態調査回収状況一覧（大学院学生） 

 

研究科等名
対象
者数

回収
数

回収
率

対象
者数

回収
数

回収
率

対象
者数

回収
数

回収
率

対象
者数

回収
数

回収
率

対象
者数

回収
数

回収
率

人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ％

人文社会系研究科 186 25 13.4% 94 20 21.3% 166 27 16.3% 90 12 13.3% 536 88 16.4%

教育学研究科 91 21 23.1% 86 16 18.6% 93 13 14.0% 86 15 17.4% 356 65 18.3%

法学政治学研究科 250 22 8.8% 155 13 8.4% 52 6 11.5% 24 2 8.3% 481 44 9.1%

経済学研究科 137 12 8.8% 77 2 2.6% 48 3 6.3% 11 1 9.1% 273 18 6.6%

総合文化研究科 323 45 13.9% 193 22 11.4% 287 36 12.5% 172 22 12.8% 975 129 13.2%

理学系研究科 627 91 14.5% 162 35 21.6% 520 74 14.2% 126 23 18.3% 1,435 228 15.9%

工学系研究科 1,862 155 8.3% 365 42 11.5% 957 94 9.8% 220 20 9.1% 3,404 318 9.3%

農学生命科学研究科 392 45 11.5% 219 35 16.0% 262 27 10.3% 136 13 9.6% 1,009 123 12.2%

医学系研究科 62 9 14.5% 122 21 17.2% 553 24 4.3% 340 36 10.6% 1,077 91 8.4%

薬学系研究科 124 19 15.3% 52 5 9.6% 118 10 8.5% 53 3 5.7% 347 39 11.2%

数理科学研究科 86 10 11.6% 3 1 33.3% 69 8 11.6% 2 0 0.0% 160 22 13.8%

新領域創成科学研究科 631 49 7.8% 263 27 10.3% 351 41 11.7% 150 26 17.3% 1,395 143 10.3%

情報理工学系研究科 514 52 10.1% 35 4 11.4% 241 23 9.5% 26 0 0.0% 816 83 10.2%

学際情報学府 143 10 7.0% 105 17 16.2% 88 10 11.4% 52 10 19.2% 388 47 12.1%

公共政策学教育部 113 8 7.1% 142 11 7.7% 13 0 0.0% 5 0 0.0% 273 20 7.3%

所属不明 0

合 計 5,541 573 10.3% 2,073 271 13.1% 3,818 396 10.4% 1,493 183 12.3% 12,925 1,458 11.3%

2019年度（第69回）
調査

1,147 440 38.4% 319 165 51.7% 685 255 37.2% 235 108 46.0% 2,386 992 41.6%

※性別に関して、「その他」の選択者及び無回答者は合わせて35名見られたが、全体の回収数（人）には含めた。

全   体
修士課程及び専門職学位課程 博 士 課 程

男子 女子 男子 女子
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留学生対象版調査概要 

 

調査概要 

従来の学生生活実態調査の対象に含まれていなかった、留学生を含む全学生を対象とした調査を行うた

め、2018 年度（第 68 回）調査から、留学生を対象とした調査を同時に実施している。2021 年度（第 71 回）

調査は、学部留学生対象としては三度目、大学院留学生対象としては二度目の実施となる。 

質問項目は、基本調査との共通項目と、留学生を対象にした独自項目から構成されるが、本報告におい

ては、共通項目部分について、留学生と国内出身学生との比較を中心に報告を行う。留学生版調査全体に

ついては、別途「留学生対象調査報告書」として、国際化教育支援室においてとりまとめ、報告を行う。 

 

実施方法・時期 

調査は、東京大学社会科学研究所のシステムを利用し、日本語・英語版のオンライン調査（悉皆調査）

として実施した。学生への周知は学務システム（UTAS）上での告知と学部・研究科などを通じて行った。

なお、基本調査は、学部学生対象の 2020 年度（第 70 回）調査時に郵送調査からオンライン調査に移行し

ており、71 回調査は基本調査と同時期に行った。 

 

調査対象・有効回答数 

主に「留学」の在留資格を有する、正規課程在籍者（交換留学生・研究生・特別研究生・研究所研究生・

特別聴講学生・休学者等を除く）。なお、在留資格「特別永住者」「永住者」「定住者」「日本人・永住者・特

別永住者の配偶者」等は、基本調査の対象に含まれる。 

調査を実施した 2022 年 1 月に在籍した、調査対象学生は学部留学生 321 名、大学院留学生 4,180 名であ

り、有効回答数は、学部留学生 117 名、大学院留学生 1,108 名であった。なお調査の実施時点においても、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための入国制限により、日本への入国ができていない学生がおり、

回答者には国外在住者も含まれる。詳細については、「留学生対象調査報告書」を参照のこと。 
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【学部学生】 

Ⅰ. 基本的事項（回答者の特性）                         
 
1．性別 

 
 
 
 

 
回答者の性別は、男性が
67.4％、女性が 31.4％で在
籍者比率（男性 80.2％、女
性 19.8％）と比較して、女
性 回 答 率 が 高 い 。     
留学生は、男性（57.3％）、
女性（41.9％）、その他・回
答しない（0.9％）であり、
在籍者中の男女比率（男性
50．8％、女性 49.2％）と比
較すると、男性の回答率が
高い。 

2．入学時の科類 

 

入学時の科類は理 I が最大
であるものの、全学の構成
比 と ほ ぼ 等 し い 。     
留学生の入学時の科類は、
文 I（7.7％）、文 II（6.0％）、
文 III（27.4％）、理 I（26.5％）、
理 II（24.8％）、理 III（1.7％）
であった。また 3 年時から
の編入者（5.1％）を含む。
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【学部学生】 

3．現在の所属 

 

現在の所属は教養学部前期
課程が 50.7％で最も多く、
全 学 構 成 比 と 比 較 し て
3.3％ポイント程度多い。工
学部は 12.6%で、全学構成
比より 2.6%ポイント程度
少ない。それ以外は全学構
成比と概ね等しい。

 
留学生の現在の所属は、教
養学部（前期課程 35.9％
/PEAK 前期 15.4％）でおお
よそ半数であった。後期課
程 在 籍 者 は 、 工 学 部 が
15.4％と最も多く、概ね在籍
者の比率を反映している。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

35.9%

23.1%

15.4%

6.0%

4.3%

3.4%

3.4%

3.4%

2.6%

1.7%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0%

教養学部(前期)Arts and Science(Junior)

工学部Engineering

PEAK Program（前期）PEAK (Junior Division)

理学部Science

文学部Letters

法学部Law

経済学部Economics

PEAK Program（後期）PEAK (Senior Division)

教養学部(後期)Arts and Science(Senior)

教育学部Education

薬学部Pharmaceutical Sciences

医学部Medicine

農学部・獣医学Agriculture Veterinary Sciences

（留学生）所属学部Faculty/College

8



【学部学生】 

4．現在の学年 

 
 
 

 

1 年生の割合は 2020 年度(第
70 回)調査（以下、「前回調
査」という。）と比べて 11.4％
ポイント減少したが、依然と
して割合が一番高い学年で
ある。2 年生、3 年生、4 年生
の割合はそれぞれ 4.9％ポイ
ント、3.4％ポイント、2.1％
ポイントの増加である。 
留 学 生 の 学 年 は 、 1 年 生
38.5％、2 年生 23.1％、3 年
生 26.5％、4 年生 12.0％であ
り、4 年生の回答が少ない。

５．出身校 
出身校は「中高一貫型の私立
学校」が前回調査の 46.9％と
比べて 2.8％ポイント減少し
た。「その他の公立学校」は
4.2％ポイント増加した。「公
立中等教育学校」は前回と同
じ。それ以外は全体的に微増
しているものの、前回調査と
概ね等しい。 
なお、学部留学生は、93.0％
は日本国外の高校の出身者
であるが、7.0％は日本国内
の高校出身者であった。 

6．現役・浪人等 
現役は前回調査の 69.5％よ
り 3.8％ポイント増加した。
１浪は 4.2％ポイント程度の
減少である。  
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【学部学生】 

Ⅱ. 入学・進学・学業                             

7．東大受験時の入学希望度                                          
 「浪人しても東大に入りたい」と「東大がだめなら他大学でもよい」の割合が逆転 

 

７．東大を受験する際に東大に入学することをどの程度希望していましたか。あてはまる
ものを１つ選んでください。 

 

「東大受験時の入学希望度」の経年変化 

「浪人してでも東大に入りたい」と思っていた層は 48.7％に減少し、2010 年以来初めて
半数を下回った。対して「東大がダメなら他大学でもよい」は前者を超える 49.7％で、2012
年以降増加傾向にあり、今回調査で割合が逆転した。 

10



【学部学生】 

8．入学の動機                                                   
 入学動機上位 3 項目「入学後に学部の選択が可能だから」、「社会的評価が高いか

ら」「スタッフ・設備が優れているから」 
 「難関を突破したかったから」という理由は「将来の就職を考えて」と「東大の伝統

や雰囲気に憧れて」を超えて上位 5 項目に 
 「スタッフ・設備が優れているから」は 2018 年から大きく増えて、今回も前回調査

と比較して 3.8％ポイント程度の増加 
 
８．東大入学の動機は、どれにあたりますか。 主にあてはまるものを３つまで選んでくだ
さい。 
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【学部学生】 

東大入学の動機の経年変化 

 
東大入学の動機は、前回調査の結果と比べて上位 4 項目の変動がない。「入学後に学部の

選択が可能だから」は 48.6％で前回調査より 2.7％ポイント減少したが、依然として最上位
の項目である。「社会的評価が高いから」という理由は 2014 年以降減少傾向にあったもの
の、42.1％で 2 番目となる。3 番目の「スタッフ・設備が優れているから」は 2018 年から
大きく増えて、今回も前回調査と比較して 3.8％ポイント程度の増加である。「私大に比べ
て授業料が安いから」という理由は 2014 年∼2018 年の間は年々減少であったが、2018 年
からは少しずつ増えて、今回は 35.5％で 4 番目となる。なお、「難関を突破したかったか
ら」という理由は「将来の就職を考えて」と「東大の伝統や雰囲気に憧れて」を超えて上位
5 項目に入った。 
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【学部学生】 

 

留学生版の選択項目は、国内生版と異なるが、半数以上が「知名度の高さ」「世界大学ラ
ンキング上位」を選択した。知名度重視の傾向は、これまでの調査結果と重なっている。ま
た 12.8%は「入学前に奨学金受給が決定した」ことも、選択理由として挙げている。 
  

58.1 

56.4 

44.4 

30.8 

20.5 

12.8 

9.4 

7.7 

3.4 

2.6 

1.7 

1.7 

0.9 

知名度の高い大学だから It is a well-known university

世界ランキング上位の大学だから It has a high world ranking

希望する専門分野での研究水準が優れているから The level of research in 
my field of specialization is high

母国での評価が高いから It was considered a good university in my 
home country

卒業後の就職に有利だから I believed it would be advantageous in 
terms of finding employment after graduation

入学前に奨学金支給が決定していたから I received a scholarship before I 
enrolled

地理的条件がよいからGeographical conditions were good

たまたま合格したからで、特に理由はないI have no particular reason 
other than I was accepted

日本にいる知り合いが推薦、紹介してくれたから An acquaintance in 
Japan recommended or introduced it to me

母国の大学の教員が推薦、紹介してくれたから A faculty member from a 
university in my home country recommended or introduced it to me

奨学金支給機関が決めたから The organization that awarded me a 
scholarship selected it

母国の大学と交流があるから It had an exchange program with my 
university at home

他大学を希望していたが入れなかったから I wanted to enroll at another 
university, but was not accepted

（留学生）入学先として東京大学を選んだ理由（３つ以内選択）
Why did you choose to study at the University of Tokyo? 

(select up to three reasons)
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【学部学生】 

9．進学の決定（内定）                                          
 「希望通り決定」ないし「ほぼ希望通り決定」は 9 割程度であるが、2018 年以来減

少傾向 
 
9．【進学内定者】及び【後期課程学生】にお伺いします。進学の決定（内定）は、希望
通りでしたか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 
「進学の決定（内定）」の経年変化 

進学の内定は 77.4％が「希望通り決定した」で、「ほぼ希望通り決定した」も含めると
90.6%となり、前回調査の 93.5％より 2.9％ポイント減少した。「希望通りでなかった」の
回答は 6.0％で、前回調査と比べて 2.3％ポイント程度の増加である。目立った時間的変化
や傾向はみられず、1995 年以降大多数が進学先を「希望通り決定」ないし「ほぼ希望通り
決定」している。 

留学生は、入学時に進学先が決まっている場合があるため、回答のあった 79 名のみにつ
いてみる。「希望通り決定（内定）」82.3％、「ほぼ希望通り決定（内定）」15.2％、「希
望通りではなかった」2.5％であり、国内生よりも希望通りと回答した学生割合が高い。 
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【学部学生】 

10．卒業後の進路                                                   
 進路上位 3 項目「大学院修士課程に入学する」「就職する」「まだ決めていない」 
 進学と就職の差が拡大 
 進学はピークであった 2007 年の数値に近づいている 

 
10. あなたは、学部卒業後は、どのような進路を予定していますか。あてはまるものを１
つ選んでください。 

 
進路予定の経年変化 
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【学部学生】 

卒業後の進路上位 3 項目は「大学院修士課程に入学する」「就職する」「まだ決めていな
い」で、前回と同様の順位である。時系列でみると今回調査では進学（前回調査 51.3％、今
回調査 53.1％）と就職（前回調査 30.9％、今回調査 30.0％）との差が拡大していることが
わかる。微減傾向であった進学は 2018 年以来増加傾向となり、今回調査ではピークであっ
た 2007 年の数値（53.3％）に近づいている。「就職する」は 29.4%で、前回調査より 0.8%
ポイント程度の減少である。 
 
進路予定（文理別） 

 
文理別で見てみると、文科系の上位 3 項目は「就職する」「まだ決めていない」「大学院

修士課程に入学する」であったが、理科系の学生は大学院への進学率が高いため、「大学院
修士課程に入学する」「大学院博士課程まで進学する」「まだ決めていない」の順となった。
前述のとおり、全体では進学と就職の差が拡大傾向であるが、文理別に変化の内訳をみる
と、「大学院修士課程に入学する」の割合は文科系（前回調査 16.8％、今回調査 18.6％）、
理科系（前回調査 56.5％、今回調査 57.6％）であり、「就職する」の割合は文科系（前回
調査 56.2％、今回調査 53.0％）、理科系（前回調査 12.4％、今回調査 13.0％）となってい
る。
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【学部学生】 

 
 

 
留学生の進路決定においては、進学か就職かを決めることと、日本で進学・就職をするか

どうかを決めることが必要となる。日本人学生の回答と比べると、文系学生も大学院進学希
望者が多いことが特徴であり、学部留学生の研究者志向の強さと、民間への就職に関する情
報不足等が関係している可能性がある。大学院進学者の 6 割程度が東大での進学を希望し、
3 割程度が日本以外の国での大学院進学を希望に挙げる傾向は、前回調査とも重なる傾向で
ある。 

 

72.4

54.5

64.7

12.1

27.3

18.6

8.6

9.1

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理系STEM

文系HSS

合計Total

（留学生）学部卒業後の進路予定 You plan after graduation

1 大学院に進学 Attend graduate school 2 就職 Look for employment

3 特に考えていない I do not have a specific plan. 4 わからない I do not know.

その他 Other

61

52.2

57.8

39

26.1

34.4

0

17.4

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理系STEM

文系HSS

合計Total

（留学生）大学院進学 Which graduate school are you considering?

東京大学に進学 At the University of Tokyo

日本・出身国以外の国の大学に進学 Besides Japan and my home country

出身国の大学に進学 In my home country

東京大学以外の日本国内の大学に進学 At a different Japanese university
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【学部学生】 

学部留学生の半数近くは、将来の就職先が未決定であるが、就職を決めている学生の中で
は、日本での就職希望者が多い。過去の調査とは質問の仕方が異なっており、数字そのもの
の比較は難しいが、68 回調査では 93.3％、70 回調査では 84.0％が、日本国内での就職を希
望していた。日本以外の国での就職希望者が増加する傾向があるのか、今後注視していく必
要がある。 
  

29.8

42.2

35.3

3.5

11.1

6.9

12.3

6.7

9.8

54.4

40

48

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理系STEM

文系HSS

合計Total

（留学生）就職 Where do you look for employment?

1 日本国内で就職 Within Japan

2 帰国して就職 In my home country

3 日本・出身国以外の国で就職 In a country besides Japan or my home country

4 まだわからない・決めていない I do not know/have not decided yet
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【学部学生】 

11．大学院進学理由                                          
 大学院に進む理由上位 3 項目「より高度の知識・技術を身につける」、「良い就職先

を得るため」、「まだ社会に出たくないから」 
 「まだ社会に出たくないから」は大きく増加 

 
11. 大学院に進む理由で、あてはまるものを２つ選んでください。 

 
大学院に進む理由上位 2 項目は「より高度の知識・技術を身につける」（前回調査

84.4％、今回調査と同じ）と「良い就職先を得るため」（前回調査 26.8％、今回調査
25.6％）である。変化が大きいのは「まだ社会に出たくないから」(23.9%)で、前回調査
(14.6%)より 9.3%ポイント増加し、「大学で教育・研究職に就くため」（前回調査
22.0%、今回調査 21.4％）を超えて上位 3 項目に入った。「大学外で研究職に就くため」
は前回調査と比べて 2.4%ポイントの減少である。 
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【学部学生】 

 
大学院に進む理由上位は「より高度の知識・技術を身につける」91.0％、「大学外で研

究職に就くため」28.4％、「良い就職先を得るため」23.9％であった。「大学外で研究職
に就くため」を選択した学生の割合が、国内生よりも留学生のほうが高い傾向がみられる
が、全体的には概ね重なっている。 
 
  

91.0 

28.4 

23.9 

13.4 

9.0 

6.0 

4.5 

3.0 

1.5 

0.0 

より高度の知識・技術を身につけるためTo acquire more 
advanced knowledge and expertise

大学外で研究職に就くためTo work as a researcher outside 
of university in the future

良い就職先を得るためTo obtain good job opportunities

必要な資格を得るためTo obtain the necessary 
qualifications

大学で教育・研究職に就くためTo work as faculty or 
researcher at a university in the future

まだ社会に出たくないからI am not ready to look for a job 
yet

就職先が決まらないからI have not been able to find a job

周囲に勧められたからPeople around me advised me to do 
so

大学院を修了することへの社会的評価の高さからHaving a 
graduate degree is valued by the society

学部での進路指導に従ってI am following the guidance by 
my department

（留学生）大学院に進む理由 Reason for attending graduate school.
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【学部学生】 

「Ⅱ. 入学・進学・学業」の分析（まとめ）                                          
入学、進学選択、進路等について調査を行った。浪人をしてでも東京大学への入学を希

望する者の割合は近年減少傾向で、今回調査は 50%未満となった。一方、「東大がダメな
ら他大学でもよい」と回答した者の割合の増加傾向は変わらない。また、入学理由として
「入学後に学部の選択が可能だから」、「社会的評価が高いから」及び「スタッフ・設備
が優れているから」は前回調査と同じく上位 3 項目である。特に、「スタッフ・設備が優
れているから」という理由を選んだ学生の割合は 2018 年以降大きく増加し、東京大学の
ソフト面とハード面双方の魅力が認められている。一方、進学先が希望通り、ほぼ希望通
り決定としたのは大多数であるが、その割合は 2018 年以降減少傾向である。 

卒業後の進路希望は「大学院修士課程に入学する」「就職する」「まだ決めていない」
と回答した者が多い。2007 年から減少傾向であった進学希望者は 2018 年から増加に転じ
て、逆に就職希望者は減少しつつあり、両者の差が拡大している。同時に、大学院進学理
由として、「まだ社会に出たくないから」の割合が増加し、再び上位 3 項目に入った。コ
ロナ禍の状況下で、新卒採用の方法の変化や景気変動が学生の選択に与える影響を注視し
ていく必要がある。 
 留学生の進路に関する希望は、国内生と比較すると文系・理系の差が小さく、いずれも
大学院進学希望者が多い点にある。詳細は、留学生版調査報告書を参照のこと。 
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【学部学生】 

Ⅲ. 就職                                       

12．就職希望職種                                                   
 全体的な就職希望職種上位 3 項目は「大学・公的機関の教育・研究職」、「企業等の

研究職」、「専門職」 
 文理問わず「大学・公的機関の教育・研究職」の順位が上昇 
 「専門職」と「技術職」の順位が逆転 

 
12．どのような「職種」に就きたいと思っていますか。あてはまるものを１つ選んでくださ
い。 

 

「大学・公的機関の教育・研究職」、「企業等の研究職」が合わせて 35.8%を占め、前回
調査の 36%とほぼ同じ結果となった。「専門職」の増加と「技術職」の減少により、両者の
順位が前回調査と比べて逆転した。 
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【学部学生】 

就職希望職種の経年変化 

 
経年変化を確認する。「大学・公的機関の教育・研究職」は前回調査と同じく増加傾向で

あるが、「企業等の研究職」と「行政職（公務員）」は微減した。前回調査ですでに減少し
た「技術職」もその傾向は続いている。「管理職」は前回調査と変わらないが、ここ 10 年
間の傾向は減少している。「事務職」は今回調査で増加したが、ここ十数年間で全体的な傾
向は減少している。それに対して、「専門職(医師、法曹、公認会計士等)」は再び増加し、
2018 年の数値に近づいている。 
 
就職希望職種（文理別） 

 

23



【学部学生】 

文科系の上位 2 項目は「専門職」（前回調査 21.3％、今回調査 22.3％）と「行政職」（前
回調査 19.0％、今回調査 16.3％）で、「大学・公的機関の教育・研究職」（前回調査 11.3％、
今回調査 13.7％）は前回調査より 2.4%ポイント増加し、「事務職」（前回調査 11.6％、今
回調査 12.2%）を超えて上位 3 項目に入った。 

理科系の学生は大学院への進学率が高いため、大学と企業での研究職を志望する割合は
合わせて 49.1%で半数に近づく。一方、この数値は前回調査の 50.2%より微減した。今回
調査で「大学・公的機関の教育・研究職」は 22.5%(前回調査 22.8%)であるが、「技術職」
(前回調査 23.5%、今回調査 21.6%)の減少により、第 2 位となった。 
 

 
学部留学生の将来の職業に関しては、文系学生で研究職希望者が 35.6％（27.3％）を占め

ている点が、日本人学生と比較した際の特徴といえる。この傾向は例年みられるが、本年度
調査ではさらに強まっている。理系学部留学生では、企業の研究職 35.1％（19.8％）を志向
する学生が増えている。母数が小さいため、今後の変化に注目する必要があるが、理系学生
においては、大学等の研究職につく競争の激しさが、学部留学生の進路選択にも影響を及ぼ
している可能性がある。 

29.8 

35.6 

32.0 

35.1 

4.4 

22.3 

21.1 

11.7 

5.3 

26.7 

14.6 

3.5 

8.9 

5.8 

8.9 

3.9 

1.8 

8.9 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理系STEM

文系HSS

合計Total

（留学生）就職希望職種
What type of occupation do you hope to have in the future?

1 大学・公的機関の教育・研究職 Educator or researcher at a university or national institution

2 企業等の研究職 Researcher in a private sector/in a company

3 企業の技術職 Technical work in a private sector/in a company

4 企業の一般職 Office work at a company

5 専門職（医師、法曹、公認会計士等） Professional (doctor, legal professional, CPA, etc.)

6 教育職（大学を除く） Educator (Not including university educator)

7 公務員 Government official

8 国際公務員 International civil servant

その他Others
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【学部学生】 

13．就職希望職種選択理由                                          
 就職希望職種選択理由の上位 3 項目「特技・能力や専門知識が活かせる」、「人を助

けたり社会に奉仕できる」、「十分な収入が期待できる」 
 理科系では「特技・能力や専門知識が活かせる」、文科系では「人を助けたり社会に

奉仕できる」が最も選ばれた 
 
13．設問１２で答えていただいた「その職業に就きたい」と思っている理由は何ですか。
あてはまるものを１つ選んでください。 

 

希望する職業に就きたい理由の上位 3 項目は「特技・能力や専門知識が活かせる」（前回
調査 37.4％、今回調査 36.5%）、「人を助けたり社会に奉仕できる」（前回調査 24.2％、
今回調査 21.6％）、「十分な収入が期待できる」（前回調査 10.0％、今回調査 12.3％）で
ある。一方で「人や組織を動かすことができる」(前回調査 2.0％、今回調査 2.6%)といった
リーダーシップ志向の割合や、「組織にしばられず、自由な活動」(前回調査 2.4％、今回調
査 2.5%)といった個性を強調する志向の割合は高くはなく、名声を求める志向も非常に低
い。 
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【学部学生】 

就職希望職種選択理由（文理別） 

 

文理間で就職希望職種の選択理由に差がみられた。文科系の一番の志望理由は「人を助け
たり社会に奉仕できる」(前回調査 30.6%、今回調査 30.5%)である一方、理科系は「特技・
能力や専門知識が活かせる」(前回調査 45.6%、今回調査 47.1％)であり、大学で学んだ知識
をすぐに活用したいという傾向が読み取れる。 
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【学部学生】 

「Ⅲ. 就職」の分析（まとめ）                                          
就職希望職種とその理由を尋ねたところ、職種は「大学・公的機関の教育・研究職」、「企

業等の研究職」、「専門職」が挙げられた。特に、文理問わず「大学・公的機関の教育・研
究職」の順位が上昇したのは今回調査の特徴的な点である。 

文科系の第一の職種選択理由は「人を助けたり社会に奉仕できる」であるが、理科系の場
合は「特技・能力や専門知識が活かせる」で、大学院進学の第１位の理由である知識や技術
を身につけたいことと合致している。一方で、どちらにおいてもリーダーシップ志向の割合
や、個性を強調する志向の割合が高いといえず、名声を求める志向も非常に低い。先行きが
見通せない時勢で安定志向の選択がなされている感がある。 
 留学生は、日本人学生と比較すると例年から、文系学生にも研究者志向が強くみられる
が、今年度調査でも同様の結果がみられた。 
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【学部学生】 

Ⅳ. 不安・悩み                                       

14．不安・悩みの程度                                          
 不安・悩みをもたらす上位 3 項目「将来の進路や生き方」、「就職」、「勉学(成績・

単位など)」 
 最も少ない悩みは「教職員との対人関係」 

 
14. 現在の学生生活の中で、次の各項目について、どの程度悩んだり不安を感じたりして
いますか。 

 
学生生活の中で悩みや不安を感じるものとして、「よく悩む」と「ときどき悩む」の合算

値が最も大きかった項目は「将来の進路や生き方」で合計 84.9%（前回 84.9％）であった。
次いで「就職」の 72.5%（前回 73.6％）、「勉学(成績・単位など)」の 69.6％(前回 65.6%)
と続く。「人生の意義・目標」は 65.8%（前回 66.4％）で「勉学(成績・単位など)」と順位
が入れ替わった。「あまり悩まない」「全く悩まない」の合算値が最も大きかった項目は「教
職員との対人関係」で 85.8%（前回 83.3％）。次いで、「友人との対人関係」で 57.5%（前
回 55.3％）、「自分の体調や健康」で 57.5%（前回 61.0％）であった。下位 3 項目は前回
調査と同様であった。 
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【学部学生】 

 学部留学生の不安・悩みの上位は、「勉学」86.5％（前回 2020 年度：77.0％,前々回 2018
年度 73.6％）「将来の進路や生き方」81.1％（87.4％,84.7％）「日本語の上達」70.8％
（59.8％,52.8％）であり、日本人学生と比較すると、「勉学」に対する不安・悩みがより高
い。過去調査と比較すると、「日本語の上達」に関する不安の上昇が特徴といえる。  

その他の領域に関しても、過去調査と比較して、不安や悩みを抱える学生の割合が多くの
項目で高まった。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉学（成績・単位など） Academics (Grades/Credits)

将来の進路や生き方 Future plan/how I want to live my life

*日本語の上達 Improving my Japanese

経済的なことや経済的自立 Money or becoming financially 
independent

就職 Finding a job after graduation

進学 Advancing to the higher degree program

人生の意義・目標 My purpose and goal in life

*日本人の友人をつくること Making friends with Japanese people

*日本人の友人との対人関係 Relationship with Japanese friends

自分の体調や健康 My physical condition and health

*母国社会の政治・社会・経済情勢 The political, social, or 
economic situation

自分の性格 My personality

*母国の家族の生活状況 The living situation of my family in my 
home

*疎外感 Being alienated

性・恋愛・結婚等 Sexuality/Romantic Relationships/Marriage

*留学生の友人との対人関係 Relationship with non-Japanese 
friends

教職員との対人関係 Relationship with university faculty and staff

*ホームシック Homesickness

*日本での生活に慣れること Getting used to living in Japan

*差別的扱い Discriminatory treatment

（留学生）不安や悩みの内容
Anxieties and Concerns (often +sometimes/ Ranking)

よく悩むOften ときどき悩むSometimes あまり悩まないRarely 全く悩まないNever
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【学部学生】 

15．悩みの相談相手                                          
 悩みを相談する相手の上位 3 項目は「父・母」、「大学外の友人」、「大学内のサー

クルや団体の友人」 
 大学の相談施設の利用は多くない 

 
15. あなたは、不安や悩みを感じたとき、だれと相談したり、話し合ったりしますか。 

 
 不安や悩みを誰に相談するか尋ねたところ、「よく相談する」、「ときどき相談する」の
合算値が最も多かった項目は「父・母」で合計 56.4%（前回 45.6％）で、前回調査よりも
10％ポイント以上増加した。次いで、「大学外の友人」49.6％（前回 41.5%）、「大学内の
サークルや団体の友人」34.8%（前回 29.3%）が続く。一方、悩みの相談相手としての教職
員や大学の相談施設の利用は多くないのも例年同様である。 
 なお、今回調査から設問項目に「精神保健支援室（保健センター精神科）」、「コミュニ
ケーション・サポートルーム」を、回答の選択肢に「いないので該当しない」を追加してい
る。 
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【学部学生】 

学部留学生が最もよく相談する相手は、「父・母」であり、大学外・内の同国人の友人が
続く。この傾向は、過去の調査においても同様にみられる。本年度調査から「該当者がいな
い」の選択肢を設けているが、サークル活動を通じた友人は「該当者がいない」との回答が
多く、回答時に未入国であったことの影響、入国後も、学内で相談できる友人を得にくい状
態が継続していると考えられる。前回までの留学生調査項目と、選択肢が変更されており、
直接比較はできないが、大学内の相談施設のうち相対的に利用割合が高いのは、保健センタ
ー、駒場・本郷の留学生対応の相談室であった。指導教員や国際交流室等に相談している学
生は大学院留学生と比較すると少ない。
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父・母 My mother or father 

同国人の友人・知人（学外） Off-
campus friends (same nationality) 

同国人の友人・知人（学科/研究室等）
Friends from the same 

department/graduate school …

兄弟・姉妹 My siblings 

恋人・配偶者・パートナー
Boyfriend/Girlfriend/Spouse/Partner 

他国出身の友人・知人（学科/研究室
等） Friends from the same 

department/graduate school …

同国人の友人・知人（サークル等）
Friends from circle, group (same 

nationality) 

他国出身の友人・知人（学外） Off-
campus friends (different 

nationality) 

先輩 Senior students

日本人の友人・知人（学外） Off-
campus Japanese friends 

日本人の友人(学科/研究室等）
Japanese friends (from the same 

department/graduate school) 

日本人の友人・知人（サークル等）
Japanese friends from circle, group 

他国出身の友人・知人（サークル等）
Friends from circle, group (different 

nationality) 

（留学生）悩みの相談相手 Person you consult 
(often+sometimes/Ranking)

よく相談するOften

ときどき相談するSometimes

あまり相談しないRarely

全く相談しないNever

該当者はいないNot applicable
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84.0 

79.8 

83.0 
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0% 50% 100%

指導教員やその他の教員 Your academic 
advisor or other faculty staff 

国際交流室等の留学生担当の事務スタッ
フ Staff from the office in charge of 
International Students, or other …

保健センター精神科(精神保健支援室）
Health Service Center(Office for 

Mental Health Support) 

留学生支援室ISSR・Go Global センター
サポートデスク（本郷） ISSR/Go 

Global Center Support Desk (Hongo) 

総合文化研究科留学生相談室（駒場I）
International Students Advisory 

Room(Komaba 

学生相談所（本郷・柏） Student 
Counseling Center (Hongo ・

Kashiwa) 

駒場学生相談所 Komaba Student 
Counseling Center 

キャリアサポート室 Career Support 
Office 

駒場の英語カウンセリング（駒場I,II) 
English Counseling service by 

Komaba Branch (Komaba I/Komaba …

なんでも相談コーナー Nandemo 
Soudan Office 

ハラスメント相談所 Harassment 
Counseling Center 

コミュニケーション・サポートルーム
Communication Support Room 

（留学生）相談施設の利用率・認知度 Utilization 
of the Student support facilities on campus

よく相談するOften

ときどき相談するSometimes

あまり相談しないRarel

全く相談しない/知らないNever/I do not know about this 
support.
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【学部学生】 

16．メンタルヘルスの状態                                         
 上位 3 項目は、「強い不安に襲われた」、「やる気がなくなり、無気力状態（アパシ

ー）になった」、「気分が落ち込んだり、何も興味が持てなくなった」 
 「ついつい過食してしまう傾向があった」が 7.6%ポイントの増加 

 
16. あなたは、最近６ヶ月の間に次の項目について、体験したり悩んだりしましたか。 

メンタルヘルスの不調を「しばしば体験した」「ときどき体験した」の合算値が最も多か
った項目は「強い不安に襲われた」で 52.0%（前回 55.8％）であった。次いで、「やる気が
なくなり、無気力状態（アパシー）になった」48.6%（前回 45.5％）、「気分が落ち込んだ
り、何も興味が持てなくなった」46.2%（前回 44.1％）が続く。「ついつい過食してしまう
傾向があった」は前回調査より 7.6%ポイント増加し、30.2%であった。 
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【学部学生】 

学部留学生のメンタルヘルスの不調状態については、「強い不安に襲われた」59.4％（64.0%,  
58.1%）「気分が落ち込んだり、何も興味が持てなくなった」54.2％(51.2％,50.6％)「やる
気がなくなり、無気力状態になった」52.6％（59.3％,48.8％）であった。上位 3 項目は日本
人学生等と重なっているが、留学生のほうが不調を報告する学生の割合が高い。 

また、「しばしば体験」「ときどき体験」を合算した割合は、2020 年度調査と比較する
と、減少した項目もみられるが、「しばしば」体験した学生の割合はむしろ増加している場
合がある。 

多くの学生が強い不安に襲われたコロナ禍初年度から、時間の経過とともに、不調状態が
継続、悪化する学生と、コーピングが可能となった学生とが生じている可能性がある。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強い不安に襲われた Overwhelming anxiety 

気分が落ち込んだり、何も興味が持てなくなった Feeling down 
or having no interest in anything 

やる気がなくなり、無気力状態（アパシー）になった Not 
wanting to do anything or feeling apathetic

自分でもバカらしいと思う考えが浮かんだり、自分のすることを
何度も確かめてみなければならなかった Repeatedly having 

thoughts that I know are ridiculous or feeling like | must …

人と一緒にいても寂しい感じがした Feeling lonely even if I am 
with others 

人と話していてとても緊張したり、不安を感じたFeeling very 
nervous or anxious when I talk to others 

ついつい過食してしまう傾向があった Finding myself 
overeating without realizing it 

食欲がなくなり、食べ物を口にしたくないと思った Losing my 
appetite or not wanting to eat

他の人が自分に敵意を持っている、人から監視されていると感じ
た Feeling like others are acting hostile towards me or 

monitoring what I do 

体の病気でもないのに、息切れ・めまい・動悸などがした
Feeling short of breath, dizzy, or having heart palpitations 

even though I am not sick 

イライラしたり、物を壊したり人を傷つけたりしたい衝動にから
れた Feeling irritated or like | want to break things or hurt 

others 

バス・地下鉄・電車などの乗り物に乗るのが怖かった Being 
afraid to ride public transportation like buses, subways, or 

trains 

（留学生）メンタルヘルスの状態
Mental Health Condition (often +sometimes/Ranking)

しばしば体験したOften ときどき体験したSometimes あまり体験しなかったRarely 全く体験しなかったNever
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【学部学生】 

「Ⅳ. 不安・悩み」の分析（まとめ）                                          
学部学生は、「将来の進路や生き方」、「就職」、「勉学(成績・単位など)」でとくに不

安や悩みを抱えていることが多く、11 項目中 8 項目で半数以上が「よく悩む」「ときどき
悩む」と回答しており、多くの学生が悩みを抱えていることが示された。主な悩みの相談相
手としては、「父・母」、「大学外の友人」、「パートナー・配偶者・恋人」が挙げられ、
今回調査ではそれぞれ割合が増加した。相談施設の利用率は他大学と比較して極端に低い
わけではないが、悩みを抱えた学生の援助要請を促進するための、スティグマの軽減や認知
度の向上を図る必要があるだろう。 

学部学生が経験したメンタルヘルス不調としては、「強い不安に襲われた」、「やる気が
なくなり、無気力状態（アパシー）になった」、「気分が落ち込んだり、何も興味が持てな
くなった」が多く挙げられ、約半数の学生がこれらを経験していることが示された。 
 留学生においては、日本語の悩みの増加や、大学内の友人が不在である状態などがコロナ
前よりみられるが、コロナ禍でさらに顕著になっている。またメンタルヘルスの不調状態に
ついては、回復傾向を示す学生と、継続して不調状態にある学生とに分化している可能性が
ある。 
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【学部学生】 

Ⅴ.新型コロナウイルス感染症の影響                          

17．オンライン授業満足度                                          
 半数以上はオンライン授業に満足、前回調査より 6.5%ポイントの増加 
 教養学部・後期課程(理系)、農学部(獣医学)の満足度は 8 割を超える 
 1 年生の満足度は大きく増加した 

 
17．オンライン授業に満足していますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 
オンライン授業満足度（部局別） 
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【学部学生】 

全体的に、オンライン授業に「満足している」「やや満足している」の合計値は 59.2%で、
前回調査よりの 6.5%ポイントの増加である。前回調査で教養学部・前期課程において、オ
ンライン授業への満足度は 40.6％であったが、今回調査では 53.4%に増加した。後述する
ように新入生の満足度は高くないものの、いずれの部においても半数以上はオンライン授
業に満足している。特に、教養学部・後期課程(理系)及び農学部(獣医学)の満足度は 8 割超
えと非常に高い。一方、前回調査と比べて、「満足している」の割合が減少したところもあ
る。特に、法学部において、前回調査で一番多くの 40.4%の学生が「満足している」と回答
したが、今回調査では 24.1%に下がって、16.3%ポイント減少した。 
 
オンライン授業満足度（文理別）【前回（2020 年度）調査】 

 

 
オンライン授業満足度（文理別）【今回（2021 年度）調査】 
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14.3
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8.7

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文科系

理科系

満足している やや満足している どちらとも言えない

やや不満である 不満である
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【学部学生】 

オンライン授業満足度（学年別）【前回（2020 年度）調査】 

 
オンライン授業満足度（学年別）【今回（2021 年度）調査】 

文科系と理科系で満足度の差が前回調査よりやや拡大し、理科系の満足度が高い。一方、
年次での差は縮小した。特に、1 年生について、前回調査では「満足している」「やや満足
している」と回答した合計値は 31.1%で一番低かったが、今回調査では 56.1%で過半数と
なった。しかし、高年次(3 年生 61.2%、４年生以上 69.1%)と比べて、1 年生と 2 年生の満
足度は依然として低い。特に、2 年生の中で、「不満である」と回答した者の割合は 12.5%
もあり、4 年生以上と比べて 7.9%ポイントの差がみられる。 
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やや不満である 不満である

37



【学部学生】 

 留学生のオンライン授業への満足度は、国内生と大きくは変わらず、「やや不満であ
る」と感じている学生は若干多いが、回答者に占める 1 年生の割合が高いことなども影響
している可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.9 23.5 32.2 18.3 17.4 7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）オンライン授業への満足度
Satisfaction with online classes

オンライン授業を受けていない
l do not take any classes held online. 

満足している Satisfied やや満足している Somewhat satisfied

どちらとも言えない Can't say either way やや不満である Somewhat unsatisfied 不満である Unsatisfied
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【学部学生】 

18．コロナ収束後の希望授業形態                                          
 新型コロナウイルス収束後の授業形態「オンライン授業と対面授業の併用」が最も多

く、学年・部局問わず 7 割程度の希望 
 
１８．新型コロナウイルス感染症が収まり、感染の心配がなくなったとしたら、あなたは
どの授業形態を希望しますか。あてはまるものを 1 つ選んでください。 

 
コロナ収束後の希望授業形態（部局別） 

 
新型コロナウイルス収束後の授業形態は「オンライン授業と対面授業の併用」を希望する

割合が高く、74.7%で前回調査よりも 8.3%ポイント増加した。学部別にみても、全ての部
局において「オンライン授業と対面授業の併用」への希望は 6 割を超えている。特に、医学
部(健康総合科学科)では回答者全員が併用型授業形態を希望している。「対面授業のみ」を
希望する割合が最も高いところは薬学部(薬科学科)であるが、3 割未満と低い。 
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【学部学生】 

コロナ収束後の希望授業形態（文理別） 

 
コロナ収束後の希望授業形態（学年別） 

文科系と理科系とで新型コロナウイルス収束後の授業形態希望に差がみられなかったも
のの、年次によっては差がみられた。それは主に「対面授業のみ」への希望度に関わる差で
ある。4 年生以上は「対面授業のみ」を希望する割合が最も低く、1 年生と 7.9%ポイントの
差がある。1 年生は「対面授業のみ」への希望度が全学年を通じて最も高いが、前回調査よ
り 22.2%ポイント減少した。いずれの学年においても、「オンライン授業と対面授業の併
用」を希望する割合が 7 割を超えている。 

留学生は、回答時に入国していない学生もいたことから、希望が割れており、結果「併用」
を選択した学生は国内生よりも少ない。 

13.9 24.3 60.9 0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生） 感染症収束後に希望する授業形態
Preference for the class style after pandemic is under control 

オンライン授業のみ All classes taught online 対面授業のみ All classes taught in person
オンライン授業と対面授業の併用… その他 Other
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【学部学生】 

19．活動制限による影響                                          
 活動制限で悪い影響が過半数であった項目「課外活動等の余暇時間の過ごし方」、

「家族関係や友人との関係」、「自身のメンタルヘルスや健康状態」 
 低年次は「自身のキャリア形成や就職・進学」で悪影響を受けた 

 
19．新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限は、今現在あなたの生活にどのよう
な影響がありますか。あてはまるものを１つ選んでください。 
 
自身のキャリア形成や就職・進学  

 
 
 家族関係や友人との関係 
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【学部学生】 

自身のメンタルヘルスや健康状態 

 

 
アルバイト収入や家族の収入 

 
 
課外活動等の余暇時間の過ごし方 
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【学部学生】 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う制限は、学生生活に良い影響を及ぼしたとはい
えない。各項目に関して「とてもよい影響があった」「よい影響があった」と回答した割合
は高くても 20％程度(「課外活動等の余暇時間の過ごし方」)で、低いところは 10%未満(「家
族関係や友人との関係」「アルバイト収入や家族の収入」)である。「自身のキャリア形成
や就職・進学」に対してよい影響とした回答は 11.4%と、前回調査（20.2%）より 8.8%ポ
イント減少した。それに対して、多くは「どちらとも言えない」もしくは「悪い影響があっ
た」と回答している。「悪い影響があった」「とても悪い影響があった」の合算値は「課外
活動等の余暇時間の過ごし方」が 56.4%（前回調査 53.5%）で最も多く、「家族関係や友人
との関係」52.6%（前回調査 38.6%）、「自身のメンタルヘルスや健康状態」50.6％（前回
調査 49.0%）と続き、いずれも前回調査より増加した。 
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【学部学生】 

自身のキャリア形成や就職・進学（学年別） 

 
 
家族関係や友人との関係（学年別） 

 
 
自身のメンタルヘルスや健康状態（学年別） 
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【学部学生】 

アルバイト収入や家族の収入（学年別） 

 
 
課外活動等の余暇時間の過ごし方（学年別） 

 
学年によって新型コロナウイルス感染症の流行に伴う各種制限の影響に差がある項目と

ない項目がある。例えば、「自身のキャリア形成や就職・進学」に対するよい影響は１年生
で最も少なく、４年生と比べて 9%ポイントの差がある。同じテーマで、悪影響があると回
答した 2 年生は 46.4%で、4 年生以上より 15.7%ポイント多い。 
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【学部学生】 

2020 年度とのコロナ初年度と比べると「悪い影響」「とても悪い影響」を選択した留学 
生は、「自身のキャリア形成や就職・進路」55.6％（39.3％）、「家族関係や友人との関係」 
55.6％（41.7％）、「自身のメンタルヘルスや健康状態」71.3％（63.0％）、「アルバイト 
収入や家族の収入」47.8％（45.2％）、「余暇時間の過ごし方」59.1％（48.9％）であり、 
すべての項目で初年度よりも影響が強く報告されている。また、日本人学生と比較すると、 
より強くネガティブな影響を体験している学生が多い。 

0.9 

3.5 

0.9 

0.9 

3.5 

10.4 

13.0 

6.1 

2.6 

11.3 

33.0 

27.8 

21.7 

48.7 

26.1 

36.5 

45.2 

53.9 

31.3 

39.1 

19.1 

10.4 

17.4 

16.5 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自身のキャリア形成や就職・進学 Your career development, 
job hunting and/or continuing your education

家族関係や友人との関係 Your relationship with your family 
and/or friends

自身のメンタルヘルスや健康状態 Your mental and physical 
health

アルバイト収入や家族の収入 Income from your part time 
job and/or your family 

余暇時間の過ごし方 The way to spend your leisure time

（留学生）新型コロナウイルス感染症の学生生活への影響
COVID-19 effect on your life

とてもよい影響 Strongly positively affecting
よい影響 Positively affecting 
どちらとも言えない Neither negatively nor positively affecting 
悪い影響 Negatively affecting
とても悪い影響 Strongly negatively affecting 
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【学部学生】 

「Ⅴ.新型コロナウイルス感染症の影響」の分析（まとめ）                                          
今回調査が実施された 2021 年度には、新型コロナウイルス感染拡大防止のための活動制

限指針に基づき、授業のオンライン化や課外活動の制限などが引き続き実施された。オンラ
イン授業の満足度に関しては、今回調査で満足していると回答した割合は 59.2%であり、
前回調査の 52.7%より増加しているが、各学部でばらつきがある。また、低年次のオンライ
ン授業の満足度は上がったものの、高年次との差はまだ残っている。一方、感染症収束後の
希望授業形態に関して、学部・学年問わず 7 割程度の回答者が「オンライン授業と対面授業
の併用」を選択した。授業内容と学生個人の状況によって差はあるが、オンライン授業と対
面授業でそれぞれのメリットを享受したい気持ちの表れであろう。コロナの事情で対面授
業をやむを得ず中止することになったが、このことのみならず、大学外部環境の変化によっ
て様々な状況が生じる可能性もあるため、授業方法を柔軟に調整できる仕組みの構築は重
要である。 

新型コロナウイルス感染症で「悪い影響があった」「とても悪い影響があった」項目は「課
外活動等の余暇時間の過ごし方」、「家族関係や友人との関係」、「自身のメンタルヘルス
や健康状態」であり、いずれも過半数が悪い影響を被ったと回答していた。また、1 年生、
2 年生で「自身のキャリア形成や就職・進学」で悪影響を受けた割合は高年次より高い。新
型コロナウイルス感染症の影響が出た後に入学した学生に対して、適切なキャリア・進学ア
ドバイスを提供することが大事である。 
 なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、「Ⅱ. 入学・進学・学業」の分析（ま
とめ）、「20．大学への要望・期待」、「Ⅵ.大学への要望」の分析（まとめ）、「21．収
入・支出」、「「Ⅶ. 生活費の状況」の分析（まとめ）、「Ⅹ. アルバイト」の分析（まと
め）、「Ⅺ. 家庭の状況」の分析（まとめ）などにも記載があるので参照されたい。 

留学生は、2020 年度より 2021 年度調査で、より悪い影響が高いと回答している学生が
増えており、また日本人学生よりも、悪い影響を強く認知している。来日できない学生や、
来日後も対人関係が広げられない学生が多かったことなどから、影響が長期化している可
能性がある。 
  

47



【学部学生】 

Ⅵ.大学への要望                                       

20．大学への要望・期待                                          
 大学に期待すること「授業の方法の工夫・改善」、「カリキュラムの改革」、「授業

料免除など、経済的支援の強化」 
 「図書館の充実」、「施設設備の充実」前回調査と比べて期待する割合は減少 

 
20. 大学へ特に要望したいことや期待することは何ですか。主にあてはまるものを３つま
で選んでください。 

 

大学への要望で期待されるのは、上から「授業の方法の工夫・改善」48.6%、「カリキュ
ラムの改革」29.9%、「授業料免除など、経済的支援の強化」23.1%であった。前回調査で
期待される上位の「図書館の充実」や「施設設備の充実」は 14.8%と 18.4%でそれぞれ減少
した。減少の理由として、各施設で改善がなされたのか、それとも新型コロナウイルスの影
響により、目先の要望が上位になったのかについては、さらに詳細な分析が必要であろう。 

なお、前回調査では各要望項目に対して要望度合いを尋ねる形であったが、今回調査では
要望項目を３つまで選ぶ形としている。 
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【学部学生】 

留学生に提示した選択項目は大きく異なるため、詳細は留学生版で報告するが、日本人学
生版と共通する選択肢の中で上位に位置したのは、「授業料免除など、経済的支援の強化」
「授業の方法の工夫・改善」等であった。 

日本人学生において上位であった「カリキュラムの改革」は、2018 年度版では最も要望
の多かった項目であったが、2020 年度版で 5 位、本年度版では 6 位となっている。一方、
国際化の推進は、2018 年度 2 位、2020 年度、本年度は 1 位であり、一貫して、日本人学生
よりも留学生が強く要望する項目となっている。 

20.5 
17.9 

17.1 
16.2 

15.4 
14.5 

13.7 
8.5 
8.5 
8.5 

7.7 
6.8 

5.1 
5.1 

4.3 
4.3 
4.3 

3.4 
3.4 

2.6 
2.6 

1.7 
0.9 

国際化の推進 Increased internationalization 

経済的支援の強化 Increased or better opportunities to receive …

授業の方法の工夫・改善 Developing and improving teaching methods 

日本人学生との交流機会の拡充Increased opportunities to interact …

英語で受けられる授業の拡充 Increasing the classes that can be …

カリキュラムの改革 Changes/updates to the curriculum 

海外留学の支援 Better support for studying abroad 

実験室や実習室の充実 Better research labs or classrooms 

学生同士が支え合うネットワークの充実 Increased opportunities for …

カウンセリング・相談体制の充実 Better counseling or advising …

学内での日本語学習の機会の拡充 Increased opportunities for …

少人数教育の実施 Smaller class sizes 

就職対策や進路相談機能の充実 Better career support services 

日本人学生と一緒に受ける授業の拡充 Increased opportunities to …

学内手続・書類等の英語化の拡充 Increased English options for on-…

教育スタッフの充実 Improvement of faculty (instructors) 

学生自治の尊重 Greater consideration of student-led autonomy 

社会への貢献 Increased opportunities to contribute to society 

施設設備の充実 Improvement of campus facilities

図書館の充実 Improvement of libraries 

健康相談や保健センター機能充実 Better health advising or services …

カウンセリング・相談窓口の多言語化拡充 Increased language …

事務窓口における英語対応の拡充 Increasing the administrative …

（留学生）大学への期待・要望
Your requests and expectations of the University of Tokyo 
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【学部学生】 

「Ⅵ.大学への要望」の分析（まとめ）                                          
 大学への要望は「授業の方法の工夫・改善」、「カリキュラムの改革」、「授業料免除な
ど、経済的支援の強化」があげられ、コロナ禍により授業が対面からオンラインへ移行され
ても重要な項目となっている。それに対して、「図書館の充実」や「施設設備の充実」は前
回調査と比べて期待する割合は減少した。通学機会が減少するなかで、在学生による学内施
設の利用状況との関連性がうかがわれる。 

留学生の要望においては、コロナ禍以前から「国際化の推進」が強い特徴があり、今回調
査においても同様であった。 
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【学部学生】 

Ⅶ. 生活費の状況                                       

21．収入・支出                                                   
 収入金額が増加し、収支の差が拡大 

 
21. あなた自身の生活費の状況について、金額を選んでください。（最近３ヶ月の実績から、
平均１ヶ月の収支額を、該当しない場合は｢0 円｣を選んでください。) 
 
収入合計 

 
 
収入合計（自宅生・自宅外生） 

 
 収入の中身をみると、自宅生は「アルバイト」が 61.9%、「仕送り・小遣い」が 29.0%と
なっており、この 2 項目で 9 割以上を占めている。自宅外生では、「仕送り・小遣い」が
59.0%、「アルバイト」が 26.5%となっており、「アルバイト」と「仕送り・小遣い」の順
位が逆転している。 
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【学部学生】 

主な収入項目 

 
収入項目は、「家庭からの仕送り・小遣い」が最も高く 43,000 円、「アルバイト・雑

収入」33,000 円と続く。「家庭からの仕送り・小遣い」は前回調査から 17,910 円の減少
となっている一方、「アルバイト・雑収入」は 6,170 円増加した。なお、奨学金について
は、受給していない人も含めての平均としている。 

これまでの調査では収入合計額を直接尋ねていたが、今回調査ではその設問を無くして
いるため、収入項目（家庭からの仕送り・小遣い、アルバイト・雑収入、奨学金、その他の
収入）のそれぞれの回答結果の平均額合計により収入合計額を算出している。 

また、回答方式についても、これまでの調査では金額を記入する形であったが、今回調
査では「その他の収入」を除き、金額区分から選ぶ形としているため、これまでの調査結果
と傾向が異なっている可能性があることに留意する必要がある。 
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【学部学生】 

支出合計 

 
 
支出合計（自宅生・自宅外生） 

 
 
主な支出項目 

 
今回調査の収入合計は 87,970 円で前回調査より 33,750 円増加しており、コロナ禍前の

2018 年調査に近づいた。支出合計は 63,000 円で前回調査より 8000 円弱の増加となるが、
コロナ禍前よりは大きく減少した。前回調査の収入合計は 54,220 円、支出合計は 55,070 円
であり、収支の差はみられなかったが、今回調査では 24,970 円の差がみられた。 

なお、支出合計の回答方式についても、これまでの調査では金額を記入する形であったが、
今回調査では金額区分から選ぶ形としている。 
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【学部学生】 

収入合計の経年変化 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

1986
1987
1988
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1994
1995
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1997
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2001
2002
2003
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2007
2008
2010
2012
2014
2016
2018
2020
2021

推計 積み上げ 収入合計
 

 
 2006 年までの調査では、各項目別の収入は該当者のみの平均額としていたが、2007 年以
降は全回答者の平均額に記載を変更したため、経年変化をみるグラフでは「推計」を出して
補正している。 

 収入合計・・・「収入合計」全回答結果の平均額 
 積み上げ・・・「家庭からの仕送り・小遣い」「奨学金」「アルバイト・雑収入」「ロ

ーン・クレジット・借入金」「その他の収入」それぞれの回答結果（非該当「０円」
も含む）の平均額合計 

 推計・・・「奨学金」、「アルバイト・雑収入」、「ローン・クレジット・借入金」、
「その他の収入」は、それぞれ該当者のみの平均額を計算し、「家庭からの仕送り・
小遣い」は全体の平均額のままとし、これを合計した推計値を推計額としている。 

  

（円） 
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【学部学生】 

支出合計の経年変化 
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推計 項目積上げ 支出合計
 

 
 支出合計・・・「支出合計」全回答結果の平均額 
 項目積上げ・・・「衣料費」「食費【自宅生は外食代】」「住居費【自宅外生のみ回

答】」「勉学費」「教養・娯楽費」「通学費」「雑費」のそれぞれの回答結果（非該
当「0 円」も含む）の平均額合計 

※ 2007 年の「推計」 
当該年調査において、住居費を「全学生の」平均額と誤って算出してしまったと推察
されることが調査報告書発行以降に発覚した。そのため、2015 年の報告書以降のグ
ラフでは、自宅外学生のみの平均額に差替えたものを推計値として掲載している。 

 
なお、今回調査では支出内訳（支出項目）の設問を大幅に減らしたため、項目積上げに

ついては掲載していない。 

（円） 
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【学部学生】 

22．授業料負担                                                   
 前回調査同様「家庭からの仕送り」が 9 割程度 
 全額授業料免除の割合が増加 

 
22．大学の授業料はどのように負担していますか。あてはまるものを全て選んでください。 

 
授業料の負担は「家庭からの仕送り」が 9 割近くを占める。前回調査で第 3 位の「全額授

業料免除」は 6.9%と増加し第 2 位となった。「奨学金」は 6.3%で第 3 位となっている。 
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【学部学生】 

「Ⅶ. 生活費の状況」の分析（まとめ）                                          
収入、支出とも新型コロナウイルスが発生して以降大きく落ち込んでおり、収入につい

ては発生前の水準に回復傾向ではあるものの、コロナ禍の影響を無視することはできない
と思われる。 

支出については例えば、オンライン授業に伴い、本来であれば一人暮らしをはじめる予
定であった層が一人暮らしをしなかったためなど、金額の減少に対するいくつかの理由が
想定される。コロナ禍の前と後とで支出項目が変わった可能性があり、より詳細な分析が
必要となる。 

留学生の収入・支出状況は、国内に保護者がいる学生とかなり異なる状況にあり、数字
の比較が困難であるため、留学生版に詳細を記載する。 

なお、国内生の自宅外学生と留学生に関しては、収入・支出の状況を比較できることが
望ましいが、回答がスキップされやすい項目であり、母集団サイズの小さい留学生は、実
態把握に限界がある。また国内生調査の結果も、年度による数字の変化が大きく、より現
状を把握することができる指標を用いて、収入・支出状況の変化を正確にとらえていく調
査上の工夫が必要である。 
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【学部学生】 

Ⅷ.通学・住居                                       

23．居住地                                                   
 現在の居住地上位 3 項目「東京 23 区」、「東京都（23 区外）」、「神奈川県」 

 
23．あなたは、現在どこに住んでいますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 

現在の居住地は「東京 23 区」が 61.7％（前回調査 57.0％）で、第 1 位を維持している。
「東京都（23 区外）」11.6％（前回調査 10.9%）が「神奈川県」11.5%（前回調査 13.2％）
を超えて第 2 位となった。 
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【学部学生】 

24．居住形態（自宅／自宅外）                                          
 半数以上が「自宅」に住んでいるものの、減少傾向 

 
24．あなたの居住形態はどれにあたりますか。あてはまるものを１つ選んでください。

 

現在の居住形態は自宅が 52.8%（前回調査 58.1％）、自宅外が 47.2%（前回調査 41.9％）
であった。自宅外の割合に増加傾向がみられる。 
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【学部学生】 

25．居住形態（自宅外選択者への設問）                                          
 居住形態上位 3 項目は、「賃貸マンション・アパート（バス付）」、「その他の学生

宿舎」、「東大の学生宿舎」 
 「その他の学生宿舎」、「東大の学生宿舎」が前回調査より増加 

 
25．設問２４で【居住形態が「２．自宅外」】を選んだ方にお伺いします。現在あなたが
住んでいるのはどれですか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 
自宅外生の居住形態をみると、「賃貸マンション・アパート（バス付）」(前回調査 64.4%、

今回調査 61.4%)の割合が最も多い。次いで「その他の学生宿舎」(前回調査 15.6%、今回調
査 16.6%)「東大の学生宿舎」(前回調査 11.7%、今回調査 12.9%)と続く。「その他」が前
回調査の 1.3％から減少している。 
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【学部学生】 

「Ⅷ.通学・住居」の分析（まとめ）                                          
居住地は「東京 23 区」、「東京都（23 区外）」、「神奈川県」が上位 3 項目を占め、駒

場キャンパスまたは本郷キャンパスに近い居住地の割合が高かった。居住形態は「自宅外」
が引き続き増加している。「自宅外」のうちでは「その他の学生宿舎」と「東大の学生宿舎」
の割合が増加した。2019 年 9 月より「目白台インターナショナル・ビレッジ」が開寮し、
三鷹学生宿舎・豊島学生宿舎・追分国際学生宿舎以外の選択肢が増え、増加につながったこ
とが推察される。一方で，「自宅外」のうちでは「賃貸マンション・アパート（バス付）」
の割合が最も高く，依然として 6 割以上を占めている。 
 留学生の宿舎状況も、目白台インターナショナル・ビレッジの開寮による影響がみられる
が、詳細は留学生版でまとめて報告を行う。 
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【学部学生】 

Ⅸ.奨学金                                       

26．奨学金受給の有無                                          
 前回調査同様、8 割以上が定期的な奨学金を「受けていない」 

 
26. 現在、定期的な奨学金を受けていますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 
 
受給状況の経年変化 

 
定期的な奨学金は 82.6％が受けていない。前回調査より 2.5%ポイント減少したが、2016

年以降大きな変動はない。 
学部留学生については、奨学金を受けている学生は 69.0％（前回 62.2％ 前々回 74.3％）

であった。また、そのうち日本政府の国費奨学金の受給者が 38.3％（36.5％ 43.6％）、民
間奨学金 23.3％（28.8％ 21.8％）、東京大学の支給する奨学金受給者が 20.0％（21.2％ 
14.5％）であった。 
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【学部学生】 

27．奨学金の役立て方                                        
 奨学金の役立て方は、「家庭の経済的な負担が軽減される」、「多少ともゆとりのあ

る生活ができる」、「生活が成り立っている」 
 「奨学金があるので生活が成り立つ」の回答割合を所得階層別でみると、450 万円未

満の者が過半数を占める 
 
27．設問２６で【奨学金を「受けている」】と答えた方にお伺いします。奨学金はどんな
面で役に立っていますか。主にあてはまるものを２つまで選んでください。 

 

奨学金が役に立つ面は「家庭の経済的な負担が軽減される」が最も多く 77.1％、「多少と
もゆとりのある生活ができる」36.0％、「生活が成り立っている」28.3％と続く。 

 

75.0%

36.7%

21.7%

23.3%

21.7%

家庭の経済的な負担が軽減されるIt reduces the financial 
burden of my family 

多少ともゆとりのある生活ができるIt gives me an easier 
lifestyle 

アルバイトが軽減されるIt reduces the amount of hours  I 
need to work part-time 

奨学金があるので生活が成り立っているIt lets me 
maintain my current lifestyle

定期的な収入になるので助かるIt's a form of reliable 
income 

（留学生）奨学金の役立て方
In what way does receiving a scholarship benefit you? 
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【学部学生】 

受給している学部留学生のうち、奨学金受給の効果として最も選択されたのは、「家庭の
経済的な負担の軽減」75.0％（84.3％,72.7％）であった。奨学金の役立て方として、各項目
の選択状況は、国内生と大きく変わらない。 
  
「奨学金があるので生活が成り立っている」（所得階層別） 

 

「奨学金があるので生活が成り立つ」の回答割合を所得階層別に確認したところ 450 万
円未満の割合が 51.6%と前回調査より 11%ポイント増加した。第 2 位の 450－750 万円未
満との差も 30.6%ポイントある。所得階層が低くなるほど生活が奨学金によって支えられ
ていることが示唆された。 
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【学部学生】 

28．奨学金不受給理由                                          
 奨学金不受給理由「受ける必要がない」、「出願資格がない」、「貸与型なので申請

しなかった」 
 
28．設問２６で【奨学金を「受けていない」】と答えた方にお伺いします。その理由はど
れにあたりますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 
奨学金不受給理由は「受ける必要がない」が過半数を占め、「出願資格がない」、「貸与

型なので申請しなかった」と続く。概ね全体的な傾向としては前回と同じである。 
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【学部学生】 

「Ⅸ.奨学金」の分析（まとめ）                                          
全体では、およそ 80％以上が定期的な奨学金を受給していないこと、受給者にとっては、

奨学金は「家庭の経済的な負担が軽減される」といったメリットがあり、所得階層が低い層
では生活を支える役割を果たしていることなど、前回同様の傾向を示していた。なお、奨学
金不受給理由は「受ける必要がない」が過半数を占める。 
 留学生のうち、69.0％の学生が奨学金を受給しており、近年実施した調査と同様の状況で
ある。奨学金の効果については、国内生と留学生の回答傾向に大きな相違はない。 
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【学部学生】 

Ⅹ. アルバイト                                       

29．過去１年間のアルバイト実施状況                                          
 アルバイト従事率 82.2%、前回調査より 15.1%ポイント増加 
 男子より女子の方がアルバイトをしている傾向がある 

 
29．過去 1 年間にアルバイトをしましたか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 
 「継続的アルバイトをした」の割合が一番高く、59.5%で前回調査より 8.3%ポイント増
加した。 
 

  
 学部留学生で、継続的アルバイトをした学生は 42.0％（前回 42.9％ 前々回 49.3％）、
継続的なアルバイトと臨時的なアルバイトの両方をした学生は 6.8％（6.5％ 8.2％）、 
しなかった学生は 46.6％（36.4％ 30.1％）であった。日本人学生と比較すると、アルバ
イトをしていない学生が多い。 

 

42.0 6.8 4.5 46.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）アルバイト実施状況 Part time job 

継続的（1ヶ月以上）アルバイトをしたLong-term (continued over a month)

臨時的（1ヶ月未満）アルバイトをした Short-term (less than a month)

継続的なアルバイトと臨時的アルバイトを両方した Both long-term and short-term

しなかったDid not hold a part-time job
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【学部学生】 

アルバイト実施状況の経年変化 

アルバイト従事率は前回調査より増加し、「アルバイトをしていない」の割合は 2007 年
∼2012 年の数値に近く、17.8%である。 
 
アルバイト実施状況（男女別） 

男女間でアルバイト実施の有無に差はあるが、概して男子よりも女子のアルバイト実施
率が高い。「継続的アルバイトをした」、「臨時的アルバイトをした」、「継続的と臨時的
アルバイトを両方した」の合算値は男子で 79.7%、女子で 87.2％と 7.5％ポイントの差が認
められるが、前回調査よりは縮小した。前回調査と比べて男女ともにアルバイト実施率が増
加した。 
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【学部学生】 

30．アルバイトの種類                                          
 アルバイトの種類は前回調査同様「塾の講師」、「家庭教師」、「試験監督・採点」 

 
30．設問２９で「過去 1 年間にアルバイトをした」と答えた方にお伺いします。そのアル
バイトの種類はどれにあたりますか。主にあてはまるものを２つまで選んでください。 

 

アルバイトの種類は「塾の講師」が最も多く 41.2%（前回 42.3％）、「家庭教師」26.2％
（前回 23.2％）、「試験監督・採点」17.5％（前回 18.1％）と続く。「単純労働」と「一般
事務」の順位が逆転したが、前回調査と概ね同じ割合で分布している。 
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【学部学生】 

31．アルバイトの時間                                          
 アルバイトの時間は週およそ 8.5 時間 

 
31．アルバイトに費やした時間はどのくらいでしたか。 (往復時間を含め、一週間の合計時
間) 

 
 
アルバイト従事時間の経年変化 

アルバイトに費やした時間は 8.5 時間であり、前回の 8.2 時間よりやや増加したものの
2010 年以降は減少傾向である。 

なお、回答方法について、これまでの調査では 1 週間あたりの平均時間を記入する形で
あったが、今回調査では 1 週間あたりの合計時間を選択する形としている。 

留学生のアルバイト従事平均時間は、10.8 時間（SD＝9.56）であった（ただし、アルバ
イト経験のある学生のみを対象として算出しているため、国内生のアルバイト時間との比
較はできない）。前回 2020 年度調査では 8.0 時間、2018 年度調査では 11.4 時間であり、
従事経験のある学生に関しては、従事時間はコロナ前に近づいている。 
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【学部学生】 

32．アルバイトの目的                                          
 アルバイトの目的は「社会経験のため」、「学生生活を楽しむため」、「生活費を稼

ぐため」 
 所得が少ない者の約半数が「生活費を稼ぐため」にアルバイトを行っている 

 
32．アルバイトをした目的はどれにあたりますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

アルバイトの目的は「社会経験のため」が 37.0％で最も多く（前回 36.5％）、「学生生
活を楽しむため」28.0％（前回 27.3%）、「生活費を稼ぐため」26.5％（前回 25.7％）と続
く。前回調査より「勉学費を稼ぐため」が 2%ポイント減少した。 

 

学部留学生のアルバイト従事目的は、「生活費を稼ぐため」48.9％（前回 53.2％ 前々回
42.9％）、「社会経験のため」27.7％（25.5％ 26.5％）、「学生生活を楽しむため」17.0％
（12.8％ 22.4％）であった。国内生と比べると生活費を補填する目的でアルバイトをする
学生が多い傾向は以前からみられるが、「学生生活を楽しむため」を選択した学生が、2020
年度調査時よりも回復している。 

48.9 4.3 17.0 27.7 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）アルバイトを行う目的
Purpose to engage in part time job

生活費を稼ぐため To earn money to support my life

授業料・その他勉学費を稼ぐため To pay tuition /other education expenses 

学生生活を楽しむため To further enjoy my student life 

社会経験のため To gain work experience 

その他 Other
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【学部学生】 

アルバイトの目的（所得階層別） 

 

アルバイトの目的を所得階層別にみたところ、450 万円未満の層では「生活費を稼ぐため」
が 43.0％と最も多く（前回調査 48.5％）、半数近くが生活費のためにアルバイトをしてい
ることがうかがえる。 
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【学部学生】 

33．現在の暮らし向き                                          
 暮らし向き「楽な方」63.7％、前回調査より増加 
 所得が 450 万円未満の層は「楽な方」の割合が低く、「苦しい方」の割合が高い 

 
33．現在の暮らし向きについてどうお考えですか。あてはまるものを１つ選んでくださ
い。 
 

 
 現在の暮らし向きについて、「かなり楽な方」「やや楽な方」は合計で 63.7%である。 

  

 
学部留学生のうち、回答時未入国の学生を除くと、「かなり楽な方」（21.4％）、「やや

楽な方」（24.3％）、「普通」（37.1％）、「やや苦しい」（12.9％）「大変苦しい」（4.3％）
であった。日本人学生よりも、「かなり楽」と回答した学生の割合は少なく、「苦しい」と
感じている学生の割合も高めである。ただし、大学院留学生と比較すると、学部留学生の方
が、暮らし向きが楽であると感じている割合が高い。なお、「かなり楽」「やや楽」を選択
した留学生は、2020 年度の前回調査では 44.6％、2018 年度調査では 38.5％であった。 

21.4 24.3 37.1 12.9 4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生)現在の暮らし向きについてどうお考えですか。
Are you comfortable with your current lifestyle (economically

かなり楽な方Very comfortable やや楽な方Somewhat comfortable
普通Normal やや苦しい方Somewhat uncomfortable
大変苦しい方Very uncomfortable わからない I don't know
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【学部学生】 

「現在の暮らし向き」の経年変化 

前回調査と比べて「かなり楽な方」「やや楽な方」の合算値は 3.2%ポイント増加し、2018
年調査と同水準となった。 
 
「現在の暮らし向き」（所得階層別） 

所得階層別に暮らし向きに違いがみられた。暮らし向きが「かなり楽な方」「やや楽な方」
の合算値は 450 万円未満の層では 33.8％、「やや苦しい方」「大変苦しい方」の合算値も
33.8％となった。この数値は回答者全体と比べて大きな差がある。 
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【学部学生】 

「Ⅹ. アルバイト」の分析（まとめ）                                          
 過去 1 年間にアルバイトをしたことがある者は 82.2%で、前回調査より 15.1%ポイント
増加した。飲食店などの営業再開も背景の一つと考えられるが、アルバイトの種類をみる
と、「塾の教師」と「家庭教師」が合計で 67.4%である。一方、男子よりは女子の方がアル
バイトをしている傾向は変わっていない。アルバイトの目的について、「社会経験のため」
が最も多いが、所得が少ない者(450 万円未満)の約半数が「生活費を稼ぐため」にアルバイ
トを行っている。暮らし向きについては、新型コロナウイルスの発生前と比べて大きな変化
はみられず，所得が少ない者(450 万円未満)の 3 割以上が「苦しい方」と回答していた。 

学部留学生は、奨学金受給者の割合が国内生よりも高いこともあり、アルバイト従事経験
のある学生の割合は国内生よりも低い。アルバイトを行っている学生は、生活費を補填する
目的でアルバイトをする学生が多い傾向は変わらずみられるが、「社会経験のため」の学生
もおり、目的は多様であると考えられる。ただしこれらは、入国済みの学生のみを対象とし
た傾向である。 
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【学部学生】 

Ⅺ. 家庭の状況                                       

34．高校時代の居住地                                          
 高校時代の居住地の上位は「関東地方（東京都を除く）」、「東京都」、「中部地方」 
 男子は「関東地方（東京都を除く）」が多く、女子は「東京都」が多い 

 
35．あなたが大学入学前の高校時代（その年齢当時）に住んでいた地方を１つ選んでくださ
い。 

 
 

「高校時代の居住地」の経年変化 

 
高校生相当の年齢のときの居住地は「関東地方（東京都を除く）」が最も多いが、前回調

査より 3.2%ポイント減少した。東京都を含めた関東地方の割合は近年減少傾向ではあるも
のの、長い期間でみると大きな変動はない。 
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【学部学生】 

「高校時代の居住地」（男女別） 

 
男女間の高校時代の居住地は、前回調査と同じ傾向で、どちらかといえば男子は「関東地

方（東京都を除く）」が多く、女子は「東京都」が多いものの、全体的な傾向としては大き
な変化はみられない。 
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【学部学生】 

35．家族構成                                                   
 家族構成は前回調査と概ね変わらなかったものの、「在学中の兄弟姉妹」が減少、「そ

れ以外の兄弟姉妹」が増加 
 
35. 家族構成について、あてはまるもの全てを選んでください。 

 
家族構成は前回調査と概ね変わらず、「父」「母」が多数を占め、「在学中の兄弟姉妹」

「それ以外の兄弟姉妹」と続く。「在学中の兄弟姉妹」の割合が前回調査の 51.1％から 4.1％
ポイント減少し、「それ以外の兄弟姉妹」が前回調査の 27.3％から 4.9％ポイント増加して
いる。 
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【学部学生】 

36．生計維持者                                                   
 生計維持者（複数回答可）については「父」91.8％ 
 「母」が 13.8％ポイント増加して約 60％ 

 
36．あなたの現在の生計を支えている方について、あてはまるもの全てを選んでください。 

 

 生計を支えている者は「父」が 91.8％（前回 93.1％）で、「母」59.9％（前回 46.1％）、
「本人」12.5％（前回 5.6％）と続く。前回調査ですでに増加傾向であった「母」が今回調
査においても 13.8％ポイント増加した。 

学部留学生調査は、「日本での生計」を支えている人について回答を求めたため、未入国
の学生を除く 94 名を分析対象とした。主たる家計の支持者は「父」（39.4％）、「母」（43.6％）、
「本人」（39.4％）であった。留学生は、奨学金によって生計を支えている学生が一定数い
ることから、「本人」の占める割合が高いのに加え、「父」「母」の選択割合の差が、日本
人学生ほど大きくないことも特徴といえる。 

39.4

39.4

43.6

本人Myself

父Father

母Mother

（留学生）日本での生計の維持者
Who is financially supporting your life in Japan
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【学部学生】 

37．父親の職業                                                   
 父親の職業の上位は「管理的職業」、「専門・技術・教育的職業」、「事務・販売・

サービス・保安等」 
 
37. あなたの父親の職業について、あてはまるものを１つ選んでください。 

 
父親の職業は「管理的職業」が 37.3％と最も多く（前回 38.4％）、「専門・技術・教育

的職業」は 30.1％（前回 32.1％）、「事務・販売・サービス・保安等」18.8%(前回 18.1%)
と続く。ほぼ前回同様の傾向にある。 

なお、選択肢の分類について、これまでの調査では「専門・技術」、「教育的職業」、「管
理的職業」、「事務」、「販売」、「サービス業」、「保安」、「農林」、「生産」、「輸
送」、「建設・採掘」、「運搬・清掃」、「無色」、「その他」としていたが、今回調査で
は「専門・技術・教育的職業」、「管理的職業」、「事務・販売・サービス業・保安等」、
「農林・生産・輸送・建設・採掘・運搬・清掃等」、「無職」、「その他」の分類とし、選
択肢に「不在」を追加している。 
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【学部学生】 

38．母親の職業                                                   
 母親の職業は「事務・販売・サービス・保安等」、「無職」、「専門・技術・教育的

職業」が多い 
 「無職」が減少傾向 

 
38. あなたの母親の職業について、あてはまるものを１つ選んでください。 

 

母親の職業は「事務・販売・サービス・保安」36.8％（前回 33.3％）が最も多い。第 2 位
の「無職」は 29.5%で、前回より 2.2%ポイント減少した。第 3 位は「専門・技術・教育的
職業」23.4%で、前回とほぼ同じ。 

選択肢の変更については、父親の職業と同様である。 
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【学部学生】 

日本人学生の父親と比較すると、留学生の父親は、「管理的職業」（23.3％）が少なく、
一方、「専門的」「教育的職業」（38.9％）の割合が高い。また「無職」（7.8％）も国内生
の親に比べると多い。 
 

 

 留学生の母親の職業は、日本人学生の母親と、職業の分布に相違がみられ、「専門的」「教
育的」職業が 43.8％を占めており、また「管理的職業」も 12.4％と高い。また母親が「無
職」の割合が高いものの、父母の職業分布に国内生ほど差がないのも、留学生の親の職業の
特徴である。  

20.2 23.6 12.4 16.9 24.7 2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）母親の職業 Mother's occupation

専門的、技術的職業（科学研究者、技術者、医師、薬剤師、裁判官、検察官、弁護士、公認会計士、税理士、芸術家、宗教家、著述家、記者、俳
優、プログラマー等） Professional or Technical Services
教育的職業（大学（研究所）、短大、高専の教授・准教授等、小・中・高校の教員（校長・副校長・教頭を含む）、その他の教員（私塾等））
Education
管理的職業（会社役員、課長級以上の会社員、課長以上の公務員等） Management

事務・販売・サービス業（一般事務（管理的職業を除く）） Office work/Sales/Service Industry

無職（不動産収入・金利・年金生活者などを含む） Not working

不在 N/A (no father/mother)

その他、上記以外の職業及び分類不能なもの Other

23.3 15.6 23.3 11.1 7.8 5.6 13.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）父親の職業 Father's occupation

専門的、技術的職業（科学研究者、技術者、医師、薬剤師、裁判官、検察官、弁護士、公認会計士、税理士、芸術家、宗教家、著述家、記
者、俳優、プログラマー等） Professional or Technical Services
教育的職業（大学（研究所）、短大、高専の教授・准教授等、小・中・高校の教員（校長・副校長・教頭を含む）、その他の教員（私塾
等）） Education
管理的職業（会社役員、課長級以上の会社員、課長以上の公務員等） Management

事務・販売・サービス業（一般事務（管理的職業を除く）） Office work/Sales/Service Industry

無職（不動産収入・金利・年金生活者などを含む） Not working

不在 N/A (no father/mother)

その他、上記以外の職業及び分類不能なもの Other
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【学部学生】 

39．世帯収入                                                   
 世帯収入は概ねこれまでの傾向と同様 
 前回調査同様、男子よりも女子で世帯収入が高い割合が多い 

 
39．あなたの現在の生計を支えている方の昨年（２０２１年１月～１２月）の年間税込み収
入（世帯年収）はどれくらいですか。おおよその金額を選択してください。（設問３６で複
数回答している場合には、その全員分を合算してください。） 

 

 

生計維持者の年間税込み収入の経年変化 
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【学部学生】 

今回調査では回答選択肢の金額区分を変更しているが、これまでの調査の金額区分と合
わせてみると、生計を支えている者の年間税込み収入は、これまでの傾向と概ね整合的であ
る。「950 万円以上 1,050 万円未満」の層は 2016 年から減少している。また、「分からな
い」の割合も前回の 35.7%より 11.7%ポイント減少した。 
 
生計維持者の年間税込み収入（男女別） 

 
世帯収入は男子よりも女子で「1,250 万円以上」と回答した割合が 5.4％ポイント高いほ

かは、明確な違いはみられない。 
 

 

10.4 

34.3 

7.5 

5.7 

6.0 

4.3 

7.5 

11.4 

13.4 

12.9 

7.5 

8.6 

4.5 

7.1 

4.5 

4.3 

4.5 

1.4 

7.5 9.0 6.0 

2.9 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親 Father

母親 Mother

（留学生）昨年の収入 Annual income

0. 無職・退職 Not working, already retired 1．50万円未満（4,545 USD）

2. 100万円未満（9.090 USD) 3. 150万円未満 (13,636 USD)

4. 250万円未満(22,727 USD) 5. 350万円未満 (31,818 USD)

6. 450万円未満 (40,909 USD) 7. 550万円未満 (50,000 USD)

8. 650万円未満 (59,091 USD) 9. 750万円未満 (68,182USD)

10. 850万円未満 (59,091USD) 11. 950万円未満 (86,364 USD)

12. 1,050万円未満 (95,455 USD) 13. 1,150万円未満 (104,545 USD)

14. 1,250万円未満 (less than 113,636 USD) 15. 1,250万円以上 (113,636 USD and more)

不在Have no applicable person
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【学部学生】 

留学生については、父・母それぞれの昨年度の年間収入について回答を求めている。国
内生と比較すると 450 万円未満世帯の割合が高く、経済的な格差は大きいが、一方で収入
の高い層にも分布がみられ、留学生集団内の差も大きい。 

また学部留学生は母数が少ないため、数値の解釈には注意が必要であるが、大学院留学
生と比較すると、学部留学生の保護者の収入は高い傾向がある。詳細は、留学生版を参照
のこと。 
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【学部学生】 

「Ⅺ. 家庭の状況」の分析（まとめ）                                          
「IV. 不安・悩み」の調査結果のとおり、心の悩みやアルバイト状況など、新型コロナウ

イルス感染症の影響によって分布が変化した項目がいくつかあったものの、家庭の状況は
本調査においては以下の点を除くと、大きな変化はそれほどみられなかった。前回調査と比
べて、母親の「無職」が減少し、生計維持者（複数回答可）として母親を挙げる者が増加し
た。また、「在学中の兄弟姉妹」の減少、「それ以外の兄弟姉妹」の増加がみられた。コロ
ナ禍によって影響が生じやすい世帯収入については、目立った変化はみられなかった。 

留学生と国内生の世帯の年間収入には大きな差はあるものの、母国の親の収入が高い層
の留学生もみられ、留学生集団内の差にも留意が必要といえる。 

また留学生の母親の職業は、日本人学生の母親と比べると「専門的」「教育的」「管理的
職業」に従事する人の割合が高く、父母間の職業分布の差も国内生に比べると小さい。こう
した点は、留学生の職業選択やジェンダー観等にも、影響を及ぼしうるだろう。 
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【大学院学生】 

 

Ⅰ．基本的事項（回答者の特性）                                     
 
1. 課程 

回答者は、修士課程が 55.2％、専門職学位課程が 4.3％、博士課程（獣医学・医学・薬学
を含む）が 40.5％となっている。全学の構成と比べて、修士課程の回答者がやや多い。 

留学生版回答者は、修士課程が 55.2％、専門職学位課程が 4.3％、博士課程（獣医学・医
学・薬学を含む）が 40.5％となっている。全学の構成と比べて、修士課程の回答者がやや多
い。大学院研究生（9.8％）、修士課程（49.5％）、専門職学位課程（2.2％）、博士課程（獣
医学、医学又は薬学を除く）（35.6％）、獣医学、医学又は薬学を履修する博士課程（2.9％）
であり、留学生の構成と比べると、修士課程の留学生の回答者がやや多いが、概ね在籍者の
比率を反映している。 
 
2. 学年 

  課程に入学してからの年数は 1 年～2 年が 8 割以上で、3 年以上の者は合計 18.3％で 
あった。 
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【大学院学生】 

 

 3．所属研究科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究科別の回答数は工学系研究科が最も多く、次いで、理学系研究科が多い。全学の構成
比と大きくは異なっておらず、各研究科から均等に回答が得られている。 
 なお、今回調査から、総合文化研究科、新領域創成科学研究科、学際情報学府について
は文系と理系を分けている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 留学生の回答者は、工学系（在籍者に占める比率 31.6％、回答者に占める比率 27.7％）、
新領域（同 13.9％、同 15.0％）、農学生命科学（同 9.5％、同 10.8％）であり、その他も概
ね在籍者の比率を反映していた。 

27.7%
15.0%

10.8%
9.8%

5.7%
5.3%
5.1%

4.6%
4.2%

3.7%
3.1%

2.2%
1.7%

0.7%
0.4%
0.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

工学系研究科Engineering
新領域創成科学研究科Frontier Sciences

農学生命科学研究科Agricultural and Life Sciences
総合文化研究科Arts and Sciences

理学系研究科Science
情報理工学系研究科Information Science and Technology

医学系研究科Medicine
人文社会系研究科Humanities and Sociology

公共政策学教育部Public Policy
学際情報学府Interdisciplinary Information Sciences

経済学研究科Economics
教育学研究科Education

法学政治学研究科Law and Politics
数理科学研究科Mathematical Sciences

薬学系研究科Pharmaceutical Sciences
無回答No answer

（留学生）所属研究科Graduate School
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【大学院学生】 

 

4. キャンパス 
通っているキャンパスは「本
郷」が過半数を占め、「柏」
「駒場Ⅰ」と続く。2019 年度
(第 69 回)調査（以下、「前回
調査」という。）とほぼ同じ
である。 
留学生の回答者は、「本郷」が
48.1％、駒場 I（8.3％）、駒場
II（6.9％）、柏（12.6％）、そ
の他（3.7％）であり、回答時に
入国しておらず、所属キャンパ 

                           スが選択されていない学生が 
20.5％であった。 

 
5. 性別 

回答者の性別は男性が 66.9％、
女性が 31.4％で、在籍者比率
（男性 72.8％、女性 27.2％）と
比較して、女性の回答率が高い。  
留学生は、男性（56.5％）、女
性（42.2％）、その他・回答し
ない（1.2％）であり、在籍者比
率（男性 59.1％、女性 40.9％）
を概ね反映している。 
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【大学院学生】 

 

6．年齢
年齢は 20 代が 83.4％と過半
数を占める。特に 24～26 歳は
49.2％と半数近くを占める。 
留 学 生 の 年 齢 は 20 代 が
80.9％、24～26 歳が 42.0％を
占めるが、国内生と比較する
と、30－35 歳の層の割合が高
いのが特徴である。 
平均 26.8 歳（SD＝3.52）であ
るが、出身地域による差があ
る。中国出身学生の年齢平均
は日本人学生と比較的近いが、
その他の地域出身者は、全体
的に国内生よりも年齢が高い。 
 
 
 
 
 
 

 
7. 社会人経験 

8 割弱は社会人経験なしと回
答している。一方、社会人生
活と学業を両立させている
者も 11.1%あった。

 

14.7 42.0 24.2 11.6 5.0 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（留学生）年齢age

-23 -26 -29 -32 -35 36 and older
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【大学院学生】 

 

Ⅱ. 大学院入学の目的                           

8．入学目的                                                   
 大学院に入学した目的は「高度な専門知識・技術を身につけるため」が 74.6％ 
 「大学等の研究・教育職を目指して」は「学位を取得するため」を超えて第 2 位 

 
8. 本学の大学院に入学した目的は、どれにあたりますか。（２つまで選んでください。） 

 

大学院入学の目的は 1999 年（第 49 回）調査から続けて「高度な専門知識・技術を身に
つけるため」が 74.6％（前回調査 74.1％）で最も多い。第 2 位の「大学等の研究・教育職
を目指して」は 31.8%（前回調査 24.2％）で、前回調査より 7.6%ポイント増加し、「学位
を取得するため」との順位を逆転した。次いで、「学位を取得するため」が 30.3%（前回調
査 29.8％）、「社会に貢献できる能力・資質を身につけるため」が 22.7％（前回調査 23.0％）
である。 
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【大学院学生】 

 

入学目的（課程別） 

 
 課程別でみると、「高度な専門知識・技術を身につけるため」が修士課程 78.5%（前回調
査 77.7%）、専門職学位課程 87.1%（前回調査 80.0%）、博士課程（獣医学・医学・薬学除
く）68.9%（前回調査 69.7%）、博士課程（獣医学・医学・薬学履修）57.4%（前回調査 61.9%）
と、いずれの課程においても過半数を超えているものの、課程によってその割合の差も大き
い。その他、博士課程（獣医学・医学・薬学履修）の「大学等の教育・研究職を目指して」
（前回調査 26.2%、今回調査 59.6%）、「学位を取得するため」（前回調査 48.8%、今回調
査 29.8%）において、前回調査との大きな差がみられる。 
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【大学院学生】 

 

大学院留学生の大学院入学目的については、日本人学生と概ねの傾向は重なり、「高度な
専門知識・技術を身につけるため」が 7 割前後を占めるが、専門職大学院のみ傾向が異なっ
ており、「社会に貢献できる能力・資質を身に着けるため」を選択した学生の割合が高い。 

 

 

 

 

 

69.7 

70.7 

50.0 

71.8 

46.8 

25.1 

8.3 

49.8 

25.7 

27.9 

66.7 

24.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

院研究生RS

修士Master

専門職Professional Degree

博士Doctor

（留学生）大学院入学目的
What are your reasons for enrolling in a graduate school at the University of Tokyo? 

高度な専門知識・技術を身につけるためI want to obtain a high level of expertise and techniques

大学等の研究・教育職をめざしてI want to work as a researcher or faculty at a university, etc.

企業の研究職をめざしてI want to work as a researcher for a company

現在の仕事に生かすため （母国・あるいは日本で仕事をしている・いた場合）I want to utilize the 
knowledge at my current job
学部卒業または修士修了時点で就職の機会がなかったThere were no employment prospects when I 
completed my undergraduate or master’s program
学位を取得するためI wanted to get a degree

社会に貢献できる能力・資質を身につけるためI wanted to obtain the ability and qualifications to 
contribute back to society
特に目的はないI don’t have a particular reason
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【大学院学生】 

 

9．入学理由                                                   
 大学院に入学した理由は「自分の志望した研究科（専攻分野）があったから」が 70.2％ 
 前回調査より「経済的理由」と「実力相応と思ったから」の順位が逆転 

 
9. 本学を選んだ理由は、どれにあたりますか。（３つまで選んでください。） 

 
選択項目は「自分の志望した研究科（専攻分野）があったから」が 70.2％と最も多く、

前回調査（70.8%）とほぼ同じである。第 2 位の「スタッフ・環境・設備が優れているか
ら」が 60.3％で、前回調査（50.9%）より 9.4%ポイント増加した。第 3 位の「将来の進
路を考えて」が 30.7％となり、前回調査（35.5%）より 4.8%ポイント減少した。第 1 位
から第 3 位の順位は 2013 年以降変化していない。なお、「経済的理由」と「実力相応と
思ったから」の順位が逆転し、「親・教師・先輩の勧め」と「地理的に自宅に近いから」
も今回調査でわずかな差で順位が逆転した。 
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【大学院学生】 

 

本学選択理由は、日本人学生とは選択肢が異なるため、留学生版報告書で詳細は述べる。
在学段階によって回答に若干相違はあるものの、「世界ランキング上位」と「知名度の高さ」
は、いずれの在籍段階においても上位に位置している。 
  

66.1 

45.0 

66.1 

32.1 

17.4 

10.1 

6.4 

5.5 

2.8 

1.8 

2.8 

3.7 

0.0 

58.5 

57.7 

48.5 

38.8 

25.3 

6.2 

8.0 

5.5 

4.7 

3.8 

3.3 

2.6 

0.7 

70.8 

58.3 

37.5 

16.7 

33.3 

0.0 

0.0 

8.3 

8.3 

8.3 

0.0 

4.2 

0.0 

57.5 

61.7 

53.1 

38.3 

15.5 

9.9 

6.6 

6.3 

6.8 

1.9 

2.6 

2.6 

1.6 

世界ランキング上位の大学だから It has a high world ranking

知名度の高い大学だから It is a well-known university

希望する専門分野での研究水準が優れているから The level of 
research in my field of specialization is high

母国での評価が高いから It was considered a good university 
in my home country

卒業後の就職に有利だから I believed it would be 
advantageous in terms of finding employment after …

母国の大学の教員が推薦、紹介してくれたから A faculty 
member from a university in my home country …

地理的条件がよいからGeographical conditions were good

入学前に奨学金支給が決定していたから I received a 
scholarship before I enrolled

日本にいる知り合いが推薦、紹介してくれたから An 
acquaintance in Japan recommended or introduced it to me

たまたま合格したからで、特に理由はないI have no particular 
reason other than I was accepted

奨学金支給機関が決めたから The organization that awarded 
me a scholarship selected it

母国の大学と交流があるから It had an exchange program 
with my university at home

他大学を希望していたが入れなかったから I wanted to enroll 
at another university, but was not accepted

（留学生）入学先として東京大学を選んだ理由
Why did you choose to study at the University of Tokyo? 

院研究生RS 修士Master 専門職Professional Degree 博士Doctor
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【大学院学生】 

 

「Ⅱ.大学院入学の目的」の分析（まとめ）                                         
大学院入学の目的自体は「高度な専門知識・技術を身につけるため」が 1999 年から変わ

らず、大多数が専門的な知識を得るために大学院への入学を検討していた。 
一方、「大学等の研究・教育職を目指して」の割合が、特に博士課程（獣医学・医学・薬

学履修）において、前回調査より 33.4%ポイント増加し、「学位を取得するため」を超えて
第 2 位の目的となった。そして、入学した理由は「自分の志望した研究科（専攻分野）があ
ったから」、「スタッフ・環境・設備が優れているから」、「将来の進路を考えて」が上位
層を占め、研究科や環境の充実度、そしてそうした環境で高度な専門知識を得られると考え
ていることが見て取れる。特に、「スタッフ・環境・設備が優れているから」の割合が前回
調査より 9.4%ポイント増加した。ソフト面とハード面双方が東京大学の魅力であることを
示している。 
 大学院留学生の本学入学目的は、日本人学生同様に「高度な専門知識・技術を身に着ける
ため」が多く、また在学段階によって回答に若干相違はあるものの、本学を選択した理由は、
「世界ランキング上位」と「知名度の高さ」が主要な選択理由になっている。 
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【大学院学生】 

 

Ⅲ.学会参加・研究活動                           

10．所属学会                                                   
 国内の学会に所属している割合は 66.9% 
 国外の学会に所属している割合は 11.3％ 

 
10. 現在所属している日本国内・外の学会数はいくつですか。(１)国内と(２)国外のそれぞ
れ１～４のどれか１つを選んでください。 

所属学会数は国内の学会は 1 学会以上所属している者は 66.9%（前回 64.8％）であった
のに対し、国外の学会に１学会以上所属している者は 11.3％（前回 13.8％）と、55.6％ポ
イントの差がみられ、この差が前回調査よりも 4.6％ポイント拡大した。 
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【大学院学生】 

 

11．学会参加・発表                                          
 国内学会に「1 回以上参加」66.4%、「1 件以上発表」52.1% 
 国外学会に「1 回以上参加」26.1%、「1 件以上発表」19.0％ 

 
11. 過去１年間の学会参加回数及び発表の件数を回答してください。 

 
過去 1 年間の学会参加および発表の回数を尋ねたところ、国内の学会に 1 回以上参加し

た割合は 66.4%（前回 70.7％）、1 件以上発表した割合は 52.1%（前回 55.9％）であり、
いずれも減少した。前回調査(2019 年)と比べて、コロナ禍中には国内の学会が開催中止と
なることもあるため、参加と発表に影響を及ぼした可能性がある。国外の学会に関しては、
1 回以上参加した者は 26.1%で前回の 27.7％より若干減少した。コロナ禍中には学会がオ
ンラインで開催されることもあるが、学会の参加回数に関しては、大きな変化はみられなか
った。一方、国外の学会で 1 件以上発表した者は 19.0％（前回 25.1％）と少なかった。 
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【大学院学生】 

 

 
留学生の学会参加状況は、国外で実施された学会に関しては国内生と大きな相違はない

が、国内実施の学会への参加経験（56.8％）、発表経験（74.1％）のない学生が、留学生は
多い。留学生の回答者には、研究生段階の学生が含まれていることと、未入国の学生がいる
こと、さらには日本語力の問題が影響している可能性があるが、本項目は今年度初めて留学
生版にも設定した項目であり、今後継続的に確認していく必要がある。 

18.3

14.4

14.1

10.3

10.7

6.6

7.0

3.5

14.2

7.0

4.9

2.7

56.8

72.0

74.1

83.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国内の学会への参加 Attended a conference held in 
Japan

国外で実施された学会への参加 Attended a 
conference held outside Japan

国内の学会での発表 Presented at a conference held 
in Japan

国外で実施された学会での発表 Presented at a 
conference held outside of Japan

（留学生）過去1年間の学会参加回数及び発表の件数
Academic conferences you have participated in and/or made presentations at during the past one year

1回 time 2回 times 3回 times and more なし None
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【大学院学生】 

 

12．研究成果満足度                                          
 研究成果「満足」38.7％、「不満」31.9％、「どちらともいえない」29.3％ 
 長期的にみると、研究成果「不満」は減少傾向 

 
12. あなたご自身のこれまでの研究成果についてどうお考えですか。 

 
自身の研究成果への満足度を尋ねたところ「満足」「まあ満足」と回答した割合が 38.7％、

「どちらともいえない」と回答した割合が 29.3％、「やや不満」「不満」と回答した割合が
31.9％と、満足と回答した割合が若干多いものの、ほとんど同程度の分布となっている。不
満と回答した者は前々回調査では 35.0％、前回調査では 32.4％となっており、割合自体は
微減傾向にある。同様の設問のある調査が開始された 2011 年と比べると、「不満」「やや
不満」が 2011 年には 40.6％ であるが、今回は 31.9％と減っており、より長期的にみると
研究成果に対する不満度は低下しているといえる。 

 

 
 留学生の研究成果への満足度は、「満足」（13.2％）と回答した学生が日本人学生よりも
多く、「不満」（9.7％）と回答した学生は少ない。全体的には満足度が、日本人学生より
も高い結果となった。  

13.2 29.1 31.9 16.0 9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）研究成果満足度
Satisfaction with your academic achievement

満足 Satisfied まあ満足 Somewhat satisfied
どちらとも言えない Can’t say either way やや不満 Somewhat unsatisfied
不満 Unsatisfied 無回答 No answer
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【大学院学生】 

 

13．研究活動に関する不満等                                          
 研究活動に対する不満のうち上位 3 項目は「自分の能力や適性に不安がある」、「思

うように研究成果が上がらない」、「研究の見通しが立たない」 
 
13 あなたの研究活動に関して、不満や不安はありますか。不満や不安がなければ１を選
び、不満や不安があれば他の選択肢からいくつでも選んでください。 

 
 研究活動に対する不満や不安について複数回答可で尋ねたところ、「自分の能力や適性
に不安がある」(前回調査 36.9％、今回調査 44.7%)が「思うように研究成果が上がらな
い」(前回調査 38.8％、今回調査 41.8%)を超えて第 1 位となった。次いで、「研究の見通
しが立たない」が 27.5%（前回調査 22.4%）と続く。不満や不安がなく「特になし」と回
答した者は 18.1%で、前回調査の 21.4％より 3.3%ポイント減少した。 
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【大学院学生】 

 

留学生の研究活動に関する不満・不安等として上位に選択されたのは、「思うように研
究成果が上がらない」「自分の能力や適性に不安がある」「研究の見通しが立たない」で
あり、概ね日本人学生等の回答傾向と重なっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.1 

29.8 

28.9 

27.8 

14.2 

10.1 

9.5 

9.3 

7.2 

7.1 

7.0 

6.0 

4.1 

2.3 

2.2 

1.7 

6.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

思うように研究成果が上がらない I am not making progress or 
achievement the way I want

自分の能力や適性に不安がある I’m worried about my ability or 
suitability

研究の見通しが立たない I cannot predict how my research will turn 
out

特にない No, I have no concerns or dissatisfaction

研究テーマがはっきり決まっていない I haven’t clearly decided on my 
research theme

研究時間を十分とれない I don’t have enough time to research

関連講義が十分そろっていない There are not enough related 
lectures

今やっている研究の意義がはっきりつかめない I cannot clearly 
understand the significance of my research

研究遂行に必要な日本語のサポートが不足している I do not have 
enough Japanese language support to allow me to conduct my …

論文発表の機会が少ない I don’t have many opportunities to present 
my research

教員の指導が不十分である Academic supervision I get from faculty 
members is not enough

図書設備が不備である I don’t have sufficient library facilities

研究遂行に必要な英語のサポートが不足している I do not have 
enough English language support to allow me to conduct my …
自分の研究について指導を受けられる教員がいない There are no 

faculty members who can supervise my research.
指導教員と意見が合わない I have a difference of opinions with the 

professors who supervise my research
研究室の雑用に追われ自分の研究ができない I don’t have time to work 

on my own research due to taking on random tasks in my …

その他 Other

（留学生）研究活動に関する不満・不安等
Concerns or dissatisfaction regarding your research activity
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【大学院学生】 

 

14．研究室満足度                                                   
 全体的にはいずれの項目でも 7 割程度が「満足」「まあ満足」と回答 
 研究科別の設備満足度で順位変化がみられる 
 「研究上の経費」に関して、文科系は満足度が低く、理科系は満足度が高い 

 
14. 研究室での日常生活の中で、次の各項目を総合的に見て、満足感をどの程度持っていま
すか。 

 

研究室の満足度について尋ねたところ、研究設備・スペース、研究上の経費、人間関係、
指導教員の研究指導方法、所属研究科の事務の対応いずれの項目に関しても、7 割程度満足
していると回答していた。概ね、前回調査より満足度の向上がみられる。 
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【大学院学生】 

 

 

留学生が、日本人学生と同等か、それ以上満足している項目は、「研究科事務対応」と「指
導教員の研究指導方法」であり、いずれも半数程度が「満足」と回答している。一方、「研
究設備・学習スペース」、「研究上の経費」、「人間関係」については、留学生の方が、「満
足」と回答した学生が少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.3 

34.2 

29.1 

49.6 

50.4 

26.7 

18.2 

29.9 

28.2 

28.9 

23.0 

31.1 

27.2 

17.2 

15.8 

6.1 

8.9 

8.7 

2.7 

3.0 

4.9 

7.5 

5.1 

2.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

研究設備・学修スペースLaboratory facilities and study space

研究上の経費について Funding allowance for research

人間関係 Personal relationships

指導教員の研究指導方法Teaching methods of faculty advisor

所属研究科の事務の対応The way administrative staff handle …

（留学生）研究・学修環境満足度
Satisfaction for your research /study environment

満足 Satisfied % まあ満足 Somewhat Satisfied %

どちらとも言えない Can't say either way % やや不満 Somewhat unsatisfied %

不満 Unsatisfied %
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【大学院学生】 

 

研究設備満足度（課程別） 

 
研究設備満足度（研究科別） 

 
研究科別に研究設備の満足度をみると、新領域創成科学研究科(文系)が 92.2%で最も満

足度が高く、次いで、理学系研究科の 86.8%、薬学系研究科の 84.7%、農学生命科学研究科
の 83.0%と続く。この順位は前回調査（数理科学研究科 100％、情報理工学系研究科 88.9%、
新領域創成科学研究科 83.7%、理学系研究科 83.6%）と大きく異なっている。一方、最も不
満度が高かった研究科は公共政策学教育部の 31.3%であり、総合文化研究科(文系)の 29.5%、
法学政治学研究科 28.5%と続く。押し並べて、文科系の研究科の方が理科系の研究科より
も不満度が高く、満足度が低い傾向が見て取れる。 
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【大学院学生】 

 

研究上の経費の満足度（課程別） 

 
 
研究上の経費の満足度（研究科別） 

 
研究科別に研究上の経費の満足度をみると、最も満足度が高かった研究科は工学系研究

科 85.4%であり、理学系研究科の 85.0%、薬学系研究科の 84.6％と続く。公共政策学教育
部では「どちらとも言えない」の割合が 68.8%と高い。最も不満度が高かった研究科は総合
文化研究科(文系)35.3%であり、教育学研究科の 28.1%、人文社会系研究科の 22.7％と続
く。研究設備満足度と同様に文科系の研究科の不満度が高く、理科系の研究科の満足度が高
い傾向が確認された。 
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【大学院学生】 

 

15．研究室スペース                                          
 69.7%が「24 時間自由に利用できるスペースがある」、前回調査より減少 

 
15. あなたの所属している研究室（実験室を含む）や学習スペースの利用について、次の中
からどれか１つ選んでください。 

 
研究スペースや学習スペースについて尋ねたところ、「24 時間自由に利用できるスペー

スがある」が 69.7%（前回 73.6%）で最も多い。「開設時間以外に利用することはできな
い」「利用できる学習スペースがない」が計 13.9%（前回 11.1％）であった。コロナ禍の影
響で、研究・学習スペースの利用人数、時間が制限されることがあり、24 時間自由に利用
できるスペースの割合が減少したことが要因の一つである可能性がある。 
 

 

55.7 13.0 9.5 21.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）学習スペース
Academic spaces of your course/laboratory

24時間自由に利用できるスペース（研究室など）がある Academic spaces (such as laboratory) are 
available freely 24 hours a day.
届けを出せば、24時間自由に利用できるスペース（研究室など）がある Academic spaces (such as 
laboratory) are available freely 24 hours a day if I submit a request for permission.
鍵などを借りて、利用することができるスペース（研究室など）がある。 Academic spaces (such as 
laboratory) can be accessed on a temporary basis if I borrow a key.
開室時間以外に利用することはできない。 I cannot access academic spaces at all outside of 
operating hours.
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【大学院学生】 

 

 留学生版は「利用できる学習スペースがない」という選択肢がなく、「開室時間以外に利
用することはできない」に「スペースがない」も含まれていると考えられる。「24 時間自
由に利用できるスペースがある」（55.7％）や、その他、条件付きで利用できる場所とあわ
せても、スペースのない学生の割合が国内生よりも多い。 

留学生の在籍者の分野・専攻等による偏りや、対象者に研究生が含まれていることの影響
などを踏まえ、検討が必要である。  
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【大学院学生】 

 

16．研究室机                                                   
 70.3%は研究室に「専用の机がある」 

 
16. 研究室に、あなたの専用又は共用の机はありますか。 

「研究室に、あなたの専用又は共用の机はありますか」と尋ねたところ、「専用の机があ
る」が 70.3%（前回 78.8％）、「共用の机がある」が 21.2%（前回 16.2％）、「どちらも
ない」が 8.5%（前回 5.0％）であった。 
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【大学院学生】 

 

17．研究費自己負担額                                          
 研究のために自己負担している金額は総計 104,000 円で、前回より 43,700 円増加 
 理科系よりも文科系で書籍の購入費・コピー代、文房具の購入費の金額が高い傾向 

 
17. あなたの研究にあなた自身が負担しているお金は過去１年間でどれくらいですか。 

「あなたの研究にあなた自身が負担しているお金は過去１年間でどれくらいですか」と
いう質問に対して、各品目の合算値は 104,000 円であり、前回の 60,300 円より 43,700 円
も増加した。品目毎にみると、書籍購入費が 33,200 円であり、前回調査の 22,500 円より
10,700 円増加した。調査・実験等の費用も 14,800 円で前回の 7,300 円と比べて 7,500 円増
加した。コピー代、文房具の購入費は 11,800 円と、前回調査の 5,100 円と比べて 6,700 円
増加した。学会に関する費用は 11,100 円で前回調査の 19,200 円より減少した。これは国内
学会参加数の減少と合致している。その他は 33,100 円であり、前回の 6,200 円と比べて
26,900 円も増加した。 

前回調査までは減少傾向であった研究費の自己負担額は、今回調査で大きく増加した。そ
れはコロナ禍で通学が難しくなり、図書館の利用頻度が減少し、コピー機や文房具が使える
研究室に通う頻度も減少したことが原因である可能性がある。一方で減少となった学会に
関する費用については、コロナ禍により開催方式がオンラインに変わったことが原因の一
つと推測される。 

なお、回答方法について、これまでの調査では金額を記入する形であったが、今回調査で
は金額区分から選ぶ形としている。 
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【大学院学生】 

 

自己負担分の書籍購入費（研究科別） 

 
自己負担分のコピー代、文房具の購入費(研究科別) 

研究科別の自己負担分の書籍の購入費をまとめたところ、人文社会系研究科が 112,600 円
と最も多く、法学政治学研究科の 110,500 円、総合文化研究科(文系)の 109,500 円と続く。
理科系の研究科よりも文科系の研究科で自己負担分の書籍の購入費が高いことがみられる
うえに、その金額の増加も目立っている。 

自己負担分のコピー代、文房具の購入費については、学際情報学府(文系)が 61,200 円と
最も多く、総合文化研究科(文系)の 40,000 円、法学政治学研究科の 29,400 円と続く。コピ
ー代、文房具についても、理科系の研究科より文科系の研究科で自己負担分の購入費が高い
傾向にある。 
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【大学院学生】 

 

18．研究平均時間                                                   
 研究時間は 1 日あたり 6.9 時間、1 週間あたり 5.2 日 

 
18. あなたは、どのくらい研究に従事していますか。（自宅等での作業時間も含む） 

 
研究時間は 1 日あたり 6.9 時間（修士課程 6.5 時間、専門職学位課程 5.0 時間、博士課程

7.6 時間）、1 週間あたり 5.2 日（修士課程 5.1 日、専門職学位課程 4.9 日、博士課程 5.4 日）
であった。1 週間の研究時間に換算すると 35.9 時間となった。前回調査では 1 日あたり 6.8
時間、1 週間あたり 38.2 時間であり、前回調査と比べて微減となっている。 

なお、回答方法について、これまでの調査では時間数を記入する形であったが、今回調査
では時間数、日数を選ぶ形としている。 

留学生は、一日の平均の研究時間は 6.3 時間（SD=2.86）であり、在籍段階別にみると、
研究生 5.2 時間（SD=2.76）、修士課程 5.7（SD＝2.79）、専門職学位 5.1 時間（SD=3.01）、
博士 7.5 時間（SD=2.55）であった。特に博士課程の学生の研究時間が長い傾向は、日本人
学生・留学生同様にみられる。 
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【大学院学生】 

 

「Ⅲ.学会参加・研究活動」の分析（まとめ）                                          
学会参加・研究活動の分析として、学会所属・発表状況、研究室の状況、研究時間などを

調査した。大学院生の調査はコロナ禍以降初めてであるため、大きな変化がみられるかと思
われたが、学会の参加回数に関してはわずかな変化に留まった。一方で研究に対する学生の
金銭的負担は今回大きく増加し、通学頻度の減少による学内施設設備の利用度低下が要因
である可能性がある。そして、理科系よりも文科系で自己負担の書籍購入費が高い傾向は依
然としてみられるうえ、コピー代、文房具の購入費についても同じである。 

留学生の学会参加は、入国できていない学生が多い時期に調査が実施されたこともあり、
国内学会の参加経験が少ないことが一つの特徴としてみられた。また一日の研究時間は、特
に博士課程学生において長いが、研究活動に関する満足度は国内生と比べても高い。ただし
研究環境や研究費、研究室内の人間関係等には、不満を感じている留学生もいる。 
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【大学院学生】 

 

Ⅳ. 就職                                     

19．課程（設問 1 のグラフを再掲）                          
19. あなたの課程を選んでください。 

 
回答者は、修士課程が 55.2％、専門職学位課程が 4.3％、博士課程（獣医学・医学・薬学

を含む）が 40.5％となっている。全学の構成と比べて、修士課程の回答者がやや多い。 
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【大学院学生】 

 

20．修了後の進路予定（修士課程）                                          
 6 割以上の回答者は修了後の進路が決まった 

 
20. 修士課程修了後の進路は決まりましたか。 

 
修士課程の中で、6 割以上の回答者は修了後の進路が決まった。  
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【大学院学生】 

 

21．修了後の決定進路（修士課程）                                          
 修士課程修了後の決定進路は「研究職以外で就職予定」が最も多いが、45.4%で半数

未満 
 
21．修士課程修了後の決定進路について、あてはまるものを１つ選んでください。  

 
修士課程修了後の決定進路は「研究職以外で就職予定」が 45.4％で最も多く、「修士課程

と同じ研究室の博士課程へ」の 36.0%と「研究職に就職予定」の 11.4%と続く。 
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【大学院学生】 

 

22．修了後の希望進路（修士課程）                                          
  修士課程修了後の進路希望の上位 3 項目は「研究職以外で就職したい」、「修士課

程と同じ研究室の博士課程へ」、「研究職に就職したい」 
 「研究職以外で就職したい」を回答した者は過半数 

 
22. 進路希望について、どのように考えていますか。（２つまで選んでください。） 

 
修士課程修了後の希望進路について 2 つまで尋ねたところ、「研究職以外で就職したい」

が 52.4%(前回 55.2％)と最も多く、「修士課程と同じ研究室の博士課程へ」の 36.5%(前回
30.1％)と「研究職に就職したい」の 34.8%(前回 32.5％)と続く。前回調査と比べて、「修
士課程と同じ研究室の博士課程」と「研究職に就職したい」の順位が逆転した。この結果は、
修士課程修了後の決定進路の順位と同じである。 
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【大学院学生】 

 

23．修了後の進路予定（専門職学位課程）                                          
 6 割以上の回答者は修了後の進路が決まっていない 

 
23.専門職学位課程修了後の進路は決まりましたか。 

専門職学位課程の中で、6 割以上の回答者は修了後の進路が決まっていない。修士課程修
了予定者と逆の結果になっている。  
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【大学院学生】 

 

24．修了後の決定進路（専門職学位課程）                                          
 専門職学位課程修了後の決定進路は「専門職に就職予定」が 5 割で最も多い 

 
24．専門職学位課程修了後の決定進路について、あてはまるものを１つ選んでください。  

 

専門職学位課程修了後の決定進路は「専門職に就職予定」が 50.0％で最も多く、「現在の
職場に戻る予定」の 29.2%、「その他」の 16.7%と続く。 
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【大学院学生】 

 

25．修了後の希望進路（専門職学位課程）                                          
  専門職学位課程修了後の進路希望の上位 3 項目は「専門職に就職したい」、「その

他」、「留学したい」 
 前回調査で 2 位の「現在の職場に戻りたい」は 5.3%と低い 

 
25. 進路希望について、どのように考えていますか。（２つまで選んでください。） 

 
専門職学位課程修了後の希望進路について 2 つまで尋ねたところ、「専門職に就職した

い」が 73.7%(前回 81.5%)と最も多く、「その他」の 15.8%(前回 11.1％)と「留学したい」
の 10.5%(前回 5.6％)と続く。決定進路と希望進路両方で第 1 位となった専門職への就職は、
希望の方が予定より 23.7%ポイント多い。前回調査で 2 位の「現在の職場に戻りたい」は
5.3%と低く、実際の決定進路における「現在の職場に戻る予定」との差が大きい。留学し
たい者が一定数いるにも関わらず、実際に留学する予定の割合は 0.0%である。新型コロナ
ウイルスの影響により海外渡航が制限されていることが背景にあると思われる。 
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【大学院学生】 

 

26．修了後の進路予定（博士課程）                                          
 67.3%の回答者は修了後の進路が決まっていない 

 
26.博士課程修了後の進路は決まりましたか。 

博士課程の中で、67.3%の回答者は修了後の進路が決まっていない。修士課程修了予定者
と逆の結果になっている。  
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【大学院学生】 

 

27．修了後の決定進路（博士課程）                                          
 博士課程修了後の決定進路は「現在の職場に戻る予定」「研究職に就職予定」 

 
27．博士課程修了後の決定進路について、あてはまるものを１つ選んでください。  

 
博士課程修了後の決定進路は「現在の職場に戻る予定」が 27.3%で最も多く、「研究職に

就職予定」の 25.8%、「研究職以外で就職予定」の 15.5%と続く。 
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【大学院学生】 

 

28．修了後の希望進路（博士課程）                                          
  博士課程修了後の進路希望の上位 3 項目は「研究職に就職したい」、「博士課程と

同じ研究室に特別研究員などとして残りたい」、「他大学の研究室に特別研究員など
として残りたい」 

 
28. 進路希望について、どのように考えていますか。（２つまで選んでください。） 

 

博士課程修了後の希望進路について 2 つまで尋ねたところ、「研究職に就職したい」が
55.4%(前回 44.9%)と最も多く、「博士課程と同じ研究室に特別研究員などとして残りたい」
の 25.6%(前回 21.5％)、「他大学の研究室に特別研究員などとして移りたい」の 24.1%(前
回 17.5％)と続く。この結果は、大学院入学目的において「大学等の研究・教育職を目指し
て」の増加と合致している。一方、過半数の回答者が「研究職に就職したい」と回答してい
るが、決定進路では「研究職に就職予定」と回答している者が 25.8%で、29.6%ポイントの
差がある。 
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【大学院学生】 

 

29．教育職・研究職就職                                          
 博士課程の修了後、教育職・研究職への就職見込み「2 年以内」40.6％、「見通しが

立たない」37.4％ 
 
29. 教育職、研究職をめざしている方に伺います。博士課程修了後、何年くらいで教育
職・研究職に就けると思いますか。次の中からどれか１つ選んでください。

 
博士課程の修了後、教育職・研究職を目指している者を対象に就職までの期間について尋

ねたところ、「見通しが立たない」が 37.4%(前回 31.6%)で最も多く、「直ちに」の 25.4%(前
回 23.4%)、「3～5 年」の 18.2%(前回 22.7%)と続く。 
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【大学院学生】 

 

30．希望する就職先                                          
 「企業の研究職、技術職」が 43.5％で最も多い 
 文科系では「大学の教育職、研究職」が 61.2％で最も多い 
 理科系では「企業の研究職、技術職」が 54.3％で最も多い 

 
30. 将来どのような方面に就職したいと思っていますか。（２つまで選んでください。） 

 
全員に対して就職希望に関して尋ねたところ、「企業の研究職、技術職」が 43.5%（前回

45.0％）で最も多く、「大学の教育職、研究職」の 40.8%（前回 33.5％）、「国公立研究機
関の研究職」の 27.4%（前回 22.3％）と続く。順位は前回調査と同じである。「大学の教育
職、研究職」への希望は前回より 7.3%ポイント増加し、大学院入学目的における「大学等
の研究・教育職を目指して」の増加と合致している。 
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【大学院学生】 

 

希望する就職先（文理別） 

文理別に結果を確認すると、文科系では「大学の教育職、研究職」が 61.2%で半数を超
え、(前回 49.2％)より 12%ポイント増加し今回で最も多い。次いで「国公立研究機関の研
究職」の 27.1%(前回 22.9％)、「企業の一般職」の 15.2%(前回 21.3％)と続く。一方で理
科系では「企業の研究職、技術職」が 54.3％(前回 54.8%)で最も多く、「大学の教育職、研
究職」の 34.4%(前回 28.4％)、「国公立研究機関の研究職」の 27.4％(前回 22.1％)と続く。
文科系で最も選択された「大学の教育職、研究職」では文理で 26.8%ポイント(前回 20.8％
ポイント)の差がみられたのに対し、理科系で最も選択された「企業の研究職、技術職」は
文理で 45.3%(前回 40.2％ポイント)の差がみられ、文科系と理科系で明確に志望先が異な
っている。 
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【大学院学生】 

 

大学院留学生の進路 

 
修士号まで取得希望の留学生のうち、43.2％は、日本国内での就職を希望しており、最も

日本での就職希望者割合が高い。博士号まで取得予定者は、35.5％が日本国内、31.9％がま
だ決めていないと回答している。一方、帰国を予定している学生も、修士号では 23.3％、専
門職学位では 27.3％、博士号取得希望者では 20.0％みられる。 

43.2 

36.4 

35.5 

19.1 

18.2 

31.9 

23.3 

27.3 

20.0 

2.8 

4.5 

6.0 

7.0 

4.5 

3.2 

2.6 

9.1 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

修士号Master's 
degree

専門職学位
Professional degree

博士号Doctor degree

（留学生）卒業後の進路予定（取得希望学位別）
Plan after completing your study in Japan（by degree type wish to obtain)

日本国内で仕事をする Seek employment in Japan

まだ決めていない I have not decided yet.

帰国して仕事をする Seek employment in my home country

日本・出身国以外の国で仕事をする Seek employment in a third country

日本・出身国以外の国で勉強を続ける Continue education in a third country

その他 Others

帰国して勉強を続ける Continue education in my home country

50.5 

40.9 

43.6 

3.9 

26.1 

19.8 

3.9 

19.1 

14.8 

16.9 

5.5 

8.7 

5.5 8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系HSS

理系STEM

合計 Total

（留学生）希望する就職先（理系・文系別）
What type of occupation do you hope to have in the future?

1 大学・公的機関の教育・研究職 Educator or researcher at a university or national institution
2 企業等の研究職 Researcher in a private sector/in a company
3 企業の技術職 Technical work in a private sector/in a company
4 企業の一般職 Office work at a company
5 専門職（医師、法曹、公認会計士等） Professional (doctor, legal professional, CPA, etc.)
6 教育職（大学を除く） Educator (Not including university educator)
7 公務員 Government official
8 国際公務員 International civil servant
その他Others
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【大学院学生】 

 

希望する就職先は、大学等の研究職が多く 43.6％を占める。理系の学生は、企業の研究
職（26.1％）、文系学生は企業の一般職（16.9％）も多い。在学段階別には、修士課程の学
生において、研究職以外の進路を検討している学生が半数程度おり、また専門職学位の学生
には公務員・国際公務員を目指す（あるいは母国で在職中の学生）学生も多い。 

その他、進路に関する質問項目は、留学生と日本人学生版とで異なる項目が多いため、別
途留学生版報告書で詳細を述べる。 

59.8 

29.2 

8.3 

60.5 

13.1 

18.6 

4.2 

23.8 

4.7 

24.5 

5.6 

4.7 

14.6 

25.0 

1.2 

12.5 

3.0 

25.0 

1.6 

16.7 8.3 

院研究生RS

修士Master

専門職Professional Degree

博士Doctor

（留学生）希望する就職先（在学段階別）
What type of occupation do you hope to have in the future?

1 大学・公的機関の教育・研究職 Educator or researcher at a university or national institution

2 企業等の研究職 Researcher in a private sector/in a company

3 企業の技術職 Technical work in a private sector/in a company

4 企業の一般職 Office work at a company

5 専門職（医師、法曹、公認会計士等） Professional (doctor, legal professional, CPA, etc.)

6 教育職（大学を除く） Educator (Not including university educator)

7 公務員 Government official

8 国際公務員 International civil servant

その他Others
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【大学院学生】 

 

31．就職見通し                                                   
 就職の見通し「何とかなると思っている」が 31.0%で最も多い 
 「かなり厳しいと思っている」の順位が下がった 

 
31. 就職の見通しについて、どのように考えていますか。次の中からどれか１つ選んでくだ
さい。 

 

就職の見通しについて尋ねたところ、「何とかなると思っている」が 31.0%で最も多く
（前回 32.3%）、「既に就職が決まっている」の 29.9%（前回 29.3％）、「見通しが立た
ない」の 12.7%(前回 10.0%)と続く。前回調査で第 3 位の「かなり厳しいと思っている」は
10.4%(前回 10.7%)で第 4 位に下がった。 
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【大学院学生】 

 

32．就職情報                                                   
 就職情報「公募で探す・自分で情報収集」8 割 

 
32．どのように就職活動をしますか。（しましたか。）次の中からどれか１つ選んでくださ
い。 

 
就職情報は「公募で探す・自分で情報収集」が 85.8%(前回 84.5%)で最も多い。「所属す

る研究室の関係者の斡旋に頼る」は 10.6%で前回より 2.0%ポイント減少したが、基本的に
前回調査と一致する。 

選択肢は若干異なるが、大学院留学生のうち「自由応募で探す」が 53.4％で最も多く、
「大学推薦の仕組みや研究室からの情報」は 25.0%、「情報を集める方法がわからない」が
18.6％であった。学年が若いほど、「大学推薦」等の方法への期待がみられるが、実際に就
職活動経験を持つ人が多い最終学年では、自由応募が増えており、「情報を集める方法」の
わかりにくさが生まれていることが見て取れる。 
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（留学生）就活情報
How do you obtain information for job hunting?

1大学推薦の仕組みや研究室からの情報 Recommendation from the university or information from your laboratory
2自由応募で探した（探す予定） Open/public job listings
3 情報を集める方法がわからない I do not know how to find the information
その他 Other
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【大学院学生】 

 

「Ⅳ.就職」の分析（まとめ）                                         
進路予定について、修士課程では 6 割以上が決まったことに対して、専門職学位課程と

博士課程の両方ともに 6 割以上の回答者は修了後の進路が決まっていない。そして、修士
課程で「研究職以外で就職予定」が 45.4%を占め、専門職学位課程では「専門職に就職予
定」が半数であるが、博士課程学生は「現在の職場に戻る予定」と「研究職に就職予定」の
割合が比較的高く、それぞれ 3 割弱である。一方で、いずれの課程においても、希望進路と
決定進路の差がみられる。特に、博士課程修了後に「研究職に就職したい」学生は過半数で
あるが、希望通り就職予定者は 3 割未満である。教育職・研究職を目指しても、修了から就
職までの見通しが立たないと回答した博士課程学生は最も多く 4 割弱いる。 

文理別で希望する就職先をみると、目立った差異を確認できた。文科系では「大学の教育
職、研究職」が、理科系では「企業の研究職、技術職」が過半数となった。 

大学院留学生のうち、取得希望学位が修士号の場合と、博士号までの場合とでは、進路予
定に傾向の相違がみられる。修士までの学生は、日本国内での就職希望割合が高い。博士ま
で取得希望者は未決定者が多く、また帰国を予定している学生もいずれの在学段階の学生
にもみられる。留学生の進路は、職種や仕事を行う場所など、選択肢も多い一方で、進路決
定に必要な情報が得にくいため、引き続き、学生の進路希望動向を把握しながら、ニーズに
沿った就職支援の在り方を検討していく必要がある。 
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【大学院学生】 

 

Ⅴ. 不安・悩み                                 

33．不安・悩みの程度                                          
 不安・悩みをもたらす上位 3 項目「将来の進路や生き方」、「就職」、「経済的なこ

とや経済的自立」 
 最も少ない悩みは「友人との対人関係」 

 
33. 現在の学生生活の中で、次の各項目について、どの程度悩んだり不安を感じたりしてい
ますか。 

 

大学院学生が学生生活の中で悩みや不安を感じるものとして、「よく悩む」と「ときどき
悩む」の合算値が最も大きかった項目は「将来の進路や生き方」で合計 81.2%（前回 78.5％）
であった。次いで、「就職」の 72.3%（前回 65.5％）、「経済的なことや経済的自立」の
68.4%（前回 63.9％）と続く。上記 3 項目の順位は前回調査と同じである。「あまり悩まな
い」「全く悩まない」の合算値が最も大きかった項目は「友人との対人関係」で 73.7%（前
回 76.5％）。次いで、「教職員との対人関係」で 65.7%（前回 69.1％）、「進学」で 63.0%
（前回 68.5％）であった。下位 3 項目の順位は前回調査と同様であった。 
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【大学院学生】 

 

（＊留学生のみの項目） 

大学院留学生の回答において、「よく悩む」と「ときどき悩む」の選択割合上位は、「勉
学」、「将来の進路や生き方」「経済的なことや経済的自立」であった。上位 3 項目の結果
は、2019 年度の大学院留学生版調査（69 回調査）と同様の結果であるが「よく悩んでいる」
「悩んでいる」を選択した学生は、勉学（81.9％→88.9％）「将来の進路や生き方」74.5％
→80.8％）、「経済」（70.9％→77.4％）と、いずれも上昇している。「勉学」の選択割合
が日本人学生等に比べて上位である点や、共通項目においては、留学生のほうが悩んで学生
の回答割合が高い点も、従来からみられた特徴である。 
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25.9
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉学（成績・単位など）Academics (Grades/Credits)

将来の進路や生き方 Future plan/how I want to live my life

経済的なことや経済的自立 Money or becoming financially independent

就職 Finding a job after graduation

*日本語の上達 Improving my Japanese

人生の意義・目標 My purpose and goal in life

自分の体調や健康 My physical condition and health

*日本人の友人をつくること Making friends with Japanese people

*母国の家族の生活状況 The living situation of my family in my home

性・恋愛・結婚等 Sexuality/Romantic Relationships/Marriage

進学 Advancing to the higher degree program

*母国社会の政治・社会・経済情勢 The political, social, or economic …

自分の性格 My personality

*日本人の友人との対人関係 Relationship with Japanese friends

*疎外感 Being alienated

*ホームシック Homesickness

教職員との対人関係 Relationship with university faculty and staff

*日本での生活に慣れること Getting used to living in Japan

*差別的扱い Discriminatory treatment

*留学生の友人との対人関係 Relationship with non-Japanese friends

（留学生）不安や悩みの内容
Anxieties and Concerns (often +sometimes/ Ranking)

よく悩むOften ときどき悩むSometimes あまり悩まないRarely 全く悩まないNever
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【大学院学生】 

 

34．悩みの相談相手                                                  
 悩みを相談する相手の上位 3 項目は、「大学外の友人」、「父・母」、「大学内の同

じ学科や研究室の友人」 
 大学の相談施設の利用は多くない 

 
34. あなたは、不安や悩みを感じたとき、だれと相談したり、話し合ったりしますか。 

 

不安や悩みを誰に相談するか尋ねたところ、「よく相談する」、「ときどき相談する」の
合算値が最も多かった項目は「大学外の友人」で合計 49.2%（前回 39.7％）であった。「父・
母」48.7%（前回 37.4％）は、「大学内の同じ学科や研究室の友人」48.5%（前回 38.0％）
を超えて第 2 位となった。一方、悩みの相談相手としての教職員や大学の相談施設の利用
は多くないのも例年同様である。 

なお、今回調査から設問項目に「精神保健支援室（保健センター精神科）」、「コミュニ
ケーション・サポートルーム」を、回答の選択肢に「いないので該当しない」を追加してい
る。 
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【大学院学生】 

 

大学院留学生が、不安や悩みを最もよく相談しているのは「父・母」であり、同国人の学
外・学内の友人が続く。また日本人の友人を相談相手として選択した学生の割合は極めて小
さい。こうした傾向は、コロナ前から同様に示されており、2019 年度の前回調査と大きく
変化していない。留学生調査では、大学内で相談できる場所に関する項目を別途設けたが、
相談先としては指導教員が最もよく選択され、部局の国際交流室等も、身近な相談先となっ
ている。専門的な相談資源としては、留学生支援室、保健センターを利用している学生が
5％程度である。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

指導教員やその他の教員 Your 
academic advisor or other faculty 

staff 

国際交流室等の留学生担当の事務スタッ
フ Staff from the office in charge of 
International Students, or other …

留学生支援室ISSR・Go Global セン
ターサポートデスク（本郷） ISSR/Go 
Global Center Support Desk (Hongo) 

駒場の英語カウンセリング（駒場I,II) 
English Counseling service by 
Komaba Branch (Komaba …

総合文化研究科留学生相談室（駒場I）
International Students Advisory 

Room(Komaba 

なんでも相談コーナー Nandemo 
Soudan Office 

学生相談所（本郷・柏） Student 
Counseling Center (Hongo ・

Kashiwa) 

駒場学生相談所 Komaba Student 
Counseling Center 

保健センター精神科(精神保健支援室）
Health Service Center(Office for 

Mental Health Support) 

ハラスメント相談所 Harassment 
Counseling Center 

キャリアサポート室 Career Support 
Office 

コミュニケーション・サポートルーム
Communication Support Room 

（留学生）相談施設の利用率・認知度
Utilization of the Student support facilities on campus

よく相談するOften
ときどき相談するSometimes
あまり相談しないRarel
全く相談しない/知らないNever/I do not know about this support.

21.6 

14.6 

9.8 

22.4 

4.3 

7.4 

7.1 

2.6 

3.3 

2.2 

3.2 

1.4 

1.0 

32.1 

33.9 

35.7 

19.1 

30.8 

25.1 

14.7 

18.0 

16.5 

12.1 

10.5 

10.4 

8.3 

28.5 

22.8 

22.8 

8.9 

29.2 

19.8 

18.7 

26.9 

26.2 

21.2 

19.2 

18.3 

18.2 

15.7 

16.3 

18.0 

7.2 
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16.7 
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23.6 
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12.4 

13.7 

42.4 

9.5 

30.9 

41.6 

21.0 

27.8 

37.4 

42.0 

46.4 

45.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父・母 My mother or father 

同国人の友人・知人（学外） Off-
campus friends (same nationality) 

同国人の友人・知人（学科/研究室
等） Friends from the same 

department/graduate school …

恋人・配偶者・パートナー
Boyfriend/Girlfriend/Spouse/Partn

er 

先輩 Senior students

同国人の友人・知人（サークル等）
Friends from circle, group (same 

nationality) 

兄弟・姉妹 My siblings 

日本人の友人(学科/研究室等）
Japanese friends (from the same 

department/graduate school) 

他国出身の友人・知人（学科/研究室
等） Friends from the same 

department/graduate school …

日本人の友人・知人（学外） Off-
campus Japanese friends 

他国出身の友人・知人（学外） Off-
campus friends (different 

nationality) 

他国出身の友人・知人（サークル等）
Friends from circle, group 

(different nationality) 

日本人の友人・知人（サークル等）
Japanese friends from circle, group 

（留学生）悩みの相談相手 Person you consult

よく相談するOften ときどき相談するSometimes

あまり相談しないRarely 全く相談しないNever

該当者はいないNot applicable
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【大学院学生】 

 

35．メンタルヘルスの状態                                         
 上位 3 項目は「強い不安に襲われた」、「やる気がなくなり、無気力状態（アパシ

ー）になった」、「気分が落ち込んだり、何も興味が持てなくなった」 
 過半数が「強い不安に襲われた」経験あり 

 
35. あなたは、最近６ヶ月の間に次の項目について、体験したり悩んだりしましたか。 

メンタルヘルスの不調を「しばしば体験した」「ときどき体験した」の合算値が最も多か
った項目は「強い不安に襲われた」で 54.9%（前回 49.6％）であった。次いで、「やる気が
なくなり、無気力状態（アパシー）になった」46.7%（前回 36.7％）、「気分が落ち込んだ
り、何も興味が持てなくなった」は 46.1%(前回 34.2%)が続く。上位 3 項目の割合はいずれ
も前回調査より増加した。 
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【大学院学生】 

 

大学院留学生のメンタルヘルスの状態において、もっとも体験されていたのは「強い不安
に襲われた」であり、「しばしば体験した」「ときどき体験した」の合算値が 46.7％（2019
年度調査では 52.0％）であった。この数値は、日本人学生の選択割合、コロナ前 2019 年度
の調査よりも小さい。一方、4 割以上の学生が「しばしば」「時々」体験している項目が、
日本人学生は 12 項目中 3 項目であったのに対して、留学生は、留学生は半分の項目におい
て 4 割を超えている。また、2019 年度調査では、4 割を超える学生が「しばしば」「とき
どき」体験した項目は、2 項目のみであった。全体的には、メンタルヘルスの状態が悪いと
感じている学生が多く、不調の体験様式が多様化している可能性がある。また、特に大学院
留学生は、未入国状態の学生が 3 割いることから、感染症の影響の出方も多様であること
が想定される。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強い不安に襲われた Overwhelming anxiety 

人と話していてとても緊張したり、不安を感じたFeeling very nervous or 
anxious when I talk to others 

人と一緒にいても寂しい感じがした Feeling lonely even if I am with 
others 

気分が落ち込んだり、何も興味が持てなくなった Feeling down or having 
no interest in anything 

自分でもバカらしいと思う考えが浮かんだり、自分のすることを何度も確か
めてみなければならなかった Repeatedly having thoughts that I know are 

ridiculous or feeling like | must check my behaviors over and over …

やる気がなくなり、無気力状態（アパシー）になった Not wanting to do 
anything or feeling apathetic

他の人が自分に敵意を持っている、人から監視されていると感じた Feeling 
like others are acting hostile towards me or monitoring what I do 

食欲がなくなり、食べ物を口にしたくないと思った Losing my appetite or 
not wanting to eat

ついつい過食してしまう傾向があった Finding myself overeating without 
realizing it 

体の病気でもないのに、息切れ・めまい・動悸などがした Feeling short of 
breath, dizzy, or having heart palpitations even though I am not sick 

イライラしたり、物を壊したり人を傷つけたりしたい衝動にかられた
Feeling irritated or like | want to break things or hurt others 

バス・地下鉄・電車などの乗り物に乗るのが怖かった Being afraid to ride 
public transportation like buses, subways, or trains 

（留学生）メンタルヘルスの状態
Mental Health Condition 

しばしば体験したOften ときどき体験したSometimes あまり体験しなかったRarely 全く体験しなかったNever
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【大学院学生】 

 

「Ⅴ.不安・悩み」の分析（まとめ）                                         
大学院学生は「将来の進路や生き方」、「就職」、「経済的なことや経済的自立」で特に

不安や悩みを抱えていることが多く、いずれの項目でも 6 割以上が悩んでいると回答して
いた。また、約半数の大学院学生は「強い不安に襲われた」経験があり、何らかのメンタル
ヘルス不調を経験する学生が多いことが示された。そうした悩みを相談する相手としては、
教職員や大学の相談施設よりも、「大学内の同じ学科や研究室の友人」、「父・母」、「大
学外の友人」などの身近な関係者である傾向がみられた。相談施設の利用率は他大学と比較
して極端に低いわけではないが、悩みを抱えた学生の援助要請を促進するための、スティグ
マの軽減や認知度の向上を図る必要があるだろう。 

大学院留学生は、これまで同様に日本人学生よりも、悩みを抱えていると回答する学生の
割合が多くの項目で高い。またとりわけ「勉学」を中心とした悩みを持つ学生の割合が高い。
コロナ前と比較すると、勉学や将来に関連した悩みはより強くなっている。相談相手として
日本人の友人等が選択されない傾向は、コロナ以前から同様であるが、指導教員や部局の事
務室等は、身近な相談先となっている。 

メンタルヘルスの状態は、コロナ前と比べると、より不調の体験様式が多様化している。
来日前の学生、コロナ禍をずっと日本で過ごしてきた学生など、様々な学生が含まれるた
め、今後こうした学生の心身健康面がどのように安定していくか注意深く見守り、支援を行
っていく必要がある。

138



【大学院学生】 

 

Ⅵ. 新型コロナウイルス感染症の影響                               

36．研究への影響                                                  
 「大きな影響があった」、「多少の影響があった」合計 48.9% 

 
36. 新型コロナウイルス感染症の影響により、研究がストップしたり、研究計画を変更せざ
るを得なくなったりといった影響はありましたか。 
 
2020 年度 

 
 
2021 年度 

 

 新型コロナウイルス感染症による研究への影響について、2020 年度は 62.2%、2021 年度
は 48.9%の大学院生が影響があったと回答している。 
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【大学院学生】 

 

 感染症の影響が、初年度と２年目の 2021 年度にどのように研究に影響したかについて回
答を求めた。当該年度に在籍していなかった学生を除き、各年度の影響を比較すると、大き
な影響を受けていると感じている学生は日本人学生と比べて多い。2021 年度のほうが研究
活動への大きな影響を感じている学生はやや減少しているが、日本人学生と比べると減少
幅は小さく、入国の遅れ等で影響が大きく残っていることが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30.2%

24.0%

36.4%

39.2%

11.6%

12.0%

15.8%

19.4%

6.0%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

AY2020

AY2021

（留学生）新型コロナウイルス感染症による研究への影響
Impact on research due to COVID-19

大きな影響 Significant impact
多少の影響 Some impact
どちらとも言えない I can’t say either way
あまり影響はない Minimal impact
まったく影響はない No impact at all
該当しない（まだ入学していなかった/休学中であった）Not Applicable( I enrolled after 2021/I was on leave)
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【大学院学生】 

 

37．生活への影響                                                  
 よい影響よりも悪い影響の方が大きい 

 
36. 新型コロナウイルス感染症下での様々な制限は、今現在あなたの生活にどのような影響
がありますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 
全ての項目において悪い影響がよい影響を倍以上上回り、中でも「自身のメンタルヘルス

や健康状態」については、悪い影響がほぼ半数を占めた。 
 

 

留学生の回答は、すべての項目において「悪い影響」を選択した学生の割合が日本人学生
よりも多く、また「とても悪い影響」の選択が、２割以上を占める。 

4.3

3.5

2.4

2.3

3.4

5.5

8.7

4.2

4.3

9.4

27.6

35.3

32.9

39.7

22.3

37.9

35.7

40.4

35.3

38.4

24.8

16.7

20.1

18.5

26.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自身のキャリア形成や就職・進学
Your career development, job …

家族関係や友人との関係
Your relationship with your family …

自身のメンタルヘルスや健康状態
Your mental and physical health

アルバイト収入や家族の収入
Income from your part time job …

余暇時間の過ごし方
The way to spend your leisure time

(留学生)新型コロナウイルス感染症の学生生活への影響
COVID-19 effect on your life

とてもよい影響 Strongly positively affecting よい影響 Positively affecting 

どちらとも言えない Neither negatively nor positively affecting 悪い影響 Negatively affecting 

とても悪い影響 Strongly negatively affecting 
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【大学院学生】 

 

「Ⅵ. 新型コロナウイルス感染症の影響」の分析（まとめ）                                
 新型コロナウイルス感染症は、大学院生の研究や学生生活に大きな影響をもたらした。オ
ンライン授業とは異なり、研究活動の多くは、自宅ではできないことや指導教員の指導を受
けられないことから、入構制限や種々の活動制限は大学院生の研究活動にかなりの支障と
なっている。また、生活に関する全ての項目においても悪い影響がみられる。今後も新型コ
ロナウイルス感染症の流行については予断が許せない状況が続くため、どのようにつきあ
っていくかを考えておく必要がある。 
 なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、「11．学会参加・発表」、「15．研
究室スペース」、「Ⅲ.学会参加・研究活動」の分析（まとめ）、「17．研究費自己負担額」、
「25．修了後の希望進路（専門職学位課程」、「Ⅷ.家庭の状況」の分析（まとめ）、「Ⅸ.
生活費の状況」の分析（まとめ）、「Ⅺ.アルバイト・暮らし向き」の分析（まとめ）などに
も記載があるので参照されたい。 

留学生に関しては、調査実施段階では入国すらできていなかった学生も多く、また様々な
活動制限は、入国後にキャンパス生活に慣れていくプロセスを大きく阻害している。詳細
は、留学生版の調査報告についても参照のこと。 
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【大学院学生】 

 

Ⅶ. 大学への要望                                 

38．要望や期待すること                                         
 大学に最も期待することの上位 3 項目は「奨学金の充実や、授業料免除など、経済

的支援の強化」、「就職対策や進路相談機能の充実」、「施設設備の充実」 
 
38. 大学へ特に要望したいことや期待することは何ですか。主にあてはまるものを３つまで
選んでください。 

 
大学へ特に要望したいことや期待することを尋ねたところ、「奨学金の充実や、授業料免

除など、経済的支援の強化」が 50.1%で最も多く、「就職対策や進路相談機能の充実」の
20.0%、「施設設備の充実」の 19.5%と続く。 

前回調査と比べて、「就職対策や進路相談機能の充実」の順位が高くなっている。 
なお、前回調査では各要望項目に対して要望度合いを尋ねる形であったが、今回調査では

要望項目を３つまで選ぶ形としている。 
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【大学院学生】 

 

項目が日本人学生版とは一部異なるが、「奨学金の充実や、授業料免除など、経済的支援
の強化」「就職対策や進路相談機能の充実」を要望する学生が多い点は、日本人学生と共通
している。また、「国際化の推進」が上位である点は、前回までの調査と同様の結果である。
さらに調査実施中に未入国の学生も多く、そもそも施設の利用や対面授業への参加ができ
ない状況であったが、「日本人学生との交流機会の拡充」への期待が高くみられる。 

34.1 

21.2 

20.4 

17.1 

17.0 

16.6 

12.5 

11.6 

9.1 

9.1 

6.9 

6.4 

6.3 

6.0 

5.9 

5.2 

5.0 

4.7 

4.6 

4.2 

4.2 

1.6 

1.3 

経済的支援の強化 Economic assistance 

日本人学生との交流機会の拡充
Increased opportunities to interact with Japanese students

国際化の推進 Increased internationalization 

就職対策や進路相談機能の充実 Better career support services 

海外留学の支援 Better support for studying abroad 

英語で受けられる授業の拡充
Increasing the classes that can be taken in English 

実験室や実習室の充実 Better research labs or classrooms 

授業の方法の工夫・改善 Developing and improving teaching methods 

学生同士が支え合うネットワークの充実
Increased opportunities for students to network and support each other 

学内での日本語学習の機会の拡充
Increased opportunities for Japanese language study on campus 

社会への貢献 Increased opportunities to contribute to society 

学内手続・書類等の英語化の拡充
Increased English options for on-campus procedures or documentation 

カウンセリング・相談窓口の多言語化拡充
Increased language options for on-campus counseling and advising services 

事務窓口における英語対応の拡充
Increasing the administrative procedures that can be completed in English 

施設設備の充実 Improvement of campus facilities

カウンセリング・相談体制の充実
Better counseling or advising resources 

図書館の充実 Improvement of libraries 

カリキュラムの改革 Changes/updates to the curriculum 

健康相談や保健センター機能の充実
Better health advising or services from the Health Service Center 

教育スタッフの充実 Improvement of faculty /instructors

日本人学生と一緒に受ける授業の拡充
Increased opportunities to attend classes with Japanese students 

少人数教育の実施 Smaller class sizes 

学生自治の尊重 Greater consideration of student-led autonomy 

（留学生）大学への要望・期待
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【大学院学生】 

 

「Ⅶ.大学への要望」の分析（まとめ）                                         
 大学への要望は経済的支援の強化、就職・進路相談機能の充実、施設設備の充実が多く、
一方で要望が比較的少ないのは、少人数教育、健康相談・保健センター機能の充実、学生自
治の尊重などである。自助努力では賄えない項目が上位に挙がっている傾向が見てとれる。
経済的支援の強化については、前回の調査でも最上位であり、学部生では 3 位であること
をふまえると、研究活動において、いかに経済的支援が重要であるかが見てとれる。 

経済的支援の強化への期待の高さは、留学生も国内生と同様に強くみられた。一方、「国
際化の推進」への要望の強さは、留学生の変わらぬ特徴である。さらに、「日本人学生との
交流機会の拡充」は、コロナ禍で益々要望が高まっている。 

詳細は、留学生版報告書で述べる。 
 

145



【大学院学生】 

 

Ⅷ. 家庭の状況                                 

39．生計維持者                                                  
 主たる生計維持者は「父」55.5％、前回調査より 6.7%ポイント減少 

 
39. あなたの現在の生計を主に支えているのはだれですか。（複数回答可能） 

 
複数回答により主たる生計維持者を尋ねたところ、「父」が 55.5%と過半数で最も多い

が、前回の 62.2％よりは 6.7%ポイント減少した。次いで「本人」が 44.2%で、前回の 31.7％
より 12.5%ポイント増加した。「母」は 22.5%（前回 22.1％）で前回とほぼ同じであった。
順位は前回調査と同じである。 
 

 
留学生版では、「日本での生活を主に支えている人」について回答を求めたため、未入国

の学生を除いた 769 名を対象とした。日本での生計を支えているのは、「本人」（58.3％）、
「父」（38.5％）、「母」（34.7％）、「配偶者」（4.2％）であり、日本人学生と比較する
と、「本人」との回答が多い。また「父」と「母」の割合が大きく変わらない点が、日本人
学生の回答との相違点といえる。 

55.5%

44.2%

22.5%

5.8%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

父

本人

母

配偶者

その他

58.3 

38.5 

34.7 

4.2 

本人Myself

父Father

母Mother

配偶者Spouse

（留学生）日本での生計の維持者
Who is financially supporting your life in Japan
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【大学院学生】 

 

40．家族・本人の年間税込み収入                                         
 父が最も多く、次いで配偶者、母、本人の順 

 
40. 昨年（２０２１年１月～１２月）の年間税込み収入はどれくらいですか。おおよその
金額を選択してください。 

 
 本人及び家族の年間税込収入(平均)は、「父」が 843.5 万円で最も多く、「配偶者」
575.5 万円、「母」273.3 万円と続く。 
 
生計維持者の年間税込み収入の推移 

 

843.5

273.3

198.9

575.5

0 200 400 600 800 1000

父

母

本人

配偶者
（単位：万円）
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【大学院学生】 

 

生計維持者の年間税込み収入の推移をみると、今回調査で「450 万円未満」の割合が 41.6%
で、過去 10 年間で最も多い。なお、1,050 万円以上の割合は 2013 年から増加傾向で、今回
調査では合計 24.1%に達して、前回調査の 22.9%より微増した。低収入層と高収入層が共
に拡大したのは今回調査の特徴である。 

なお、これまでの調査では「生計維持者」の収入金額を記入する回答方式であったが、今
回調査では「家族」の収入金額を 7 つの金額区分から選択する形とし、生計維持者に該当す
る家族の金額区分の中間値に基づいて収入額を算出していることから、2019 年以前のグラ
フと傾向が異なっている可能性があることに留意する必要がある。 
 
生計維持者の年間税込み収入（男子） 

 

回答者を男子に限定すると、「450 万円未満」の低収入層が 42.9%で、前回調査より 11.6%
増加した。その前は、低収入層は減少傾向であった。2013 年∼2019 年の間に増加傾向であ
った 1,050 万円以上の高収入層は今回 24.0%と引き続き増加傾向にある。 
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【大学院学生】 

 

生計維持者の年間税込み収入（女子） 

回答者を女子に限定すると、男子とは異なり、2017 年から引き続き低収入層の拡大傾向
がみられる。1,050 万円以上の高収入層の割合は例年と比べて大きな変化がなく、25.1%で
男子より大きい。 

大学院留学生の生計維持者の年間の収入のうち、450 万円未満の割合は父親では 8 割程
度、母親では 9 割程度を占めており、日本人学生等と経済的な差が大きい。また、学部留
学生と比べると、全体的に父・母の収入が低い。配偶者の収入を記載した 149 名のうち、
38.9％は配偶者に収入がないが、この中には奨学金受給者も含まれるものと思われる。また
学生本人と配偶者の収入分布は似通っており、夫婦で学生のケース等も少なくないと考え
られる。 

35.7 

13.3 

28.4 

38.9 

18.1 

5.5 

7.9 

10.7 

10.1 

9.0 

10.4 

8.1 

8.3 

10.1 

9.3 

10.1 

22.4 

15.0 

13.7 

12.1 

3.0 

9.2 

8.5 

8.1 

7.6 12.9 

8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなた自身Yourself

父親 Father

母親 Mother

あなたの配偶者…

（留学生）昨年の年間収入 Annual income

0. 無職・退職 Not working, already retired 1．50万円未満（4,545 USD）
2. 100万円未満（9.090 USD) 3. 150万円未満 (13,636 USD)
4. 250万円未満(22,727 USD) 5. 350万円未満 (31,818 USD)
6. 450万円未満 (40,909 USD) 7. 550万円未満 (50,000 USD)
8. 650万円未満 (59,091 USD) 9. 750万円未満 (68,182USD)
10. 850万円未満 (59,091USD) 11. 950万円未満 (86,364 USD)
12. 1,050万円未満 (95,455 USD) 13. 1,150万円未満 (104,545 USD)
14. 1,250万円未満 (less than 113,636 USD) 15. 1,250万円以上 (113,636 USD and more)
不在Have no applicable person
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【大学院学生】 

 

41．親・本人の職業                                                  
 父親の職業上位 3 項目「管理的職業」、「専門・技術・教育的職業」、「事務・販売・

サービス・保安等」 
 母親の職業上位 3 項目「無職」、「事務・販売・サービス・保安等」、「専門・技術・

教育的職業」 
 母親の職業「無職」の割合は引き続き減少 

 
41. 次の方の職業は何ですか。 
 
父親の職業 

 

父親の職業は「管理的職業」が 28.9%で最も多い（前回 31.2％）。次いで「専門・技術・
教育的職業」27.0%（前回 33.8％）、「事務・販売・サービス・保安等」14.2%(前回 14.4%)
と続く。前回調査より大きな変化はなかった。 

なお、選択肢の分類について、これまでの調査では「専門・技術」、「教育的職業」、「管
理的職業」、「事務」、「販売」、「サービス業」、「保安」、「農林」、「生産」、「輸
送」、「建設・採掘」、「運搬・清掃」、「無色」、「その他」としていたが、今回調査で
は「専門・技術・教育的職業」、「管理的職業」、「事務・販売・サービス業・保安等」、
「農林・生産・輸送・建設・採掘・運搬・清掃等」、「無職」、「その他」の分類とし、選
択肢に「不在」を追加している。 
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【大学院学生】 

 

母親の職業 

母親の職業は「無職」が 32.6％で最も多いものの、前回調査の 35.0％と比べて減少した。
次いで、「事務・販売・サービス・保安等」32.3％（前回 28.6％）、「専門・技術・教育的
職業」22.6％（前回 26.1％）と続く。 

選択肢の変更については、父親の職業と同様である。 
 

 
専門的職業、教育的職業に従事している留学生の父親は 29.0％、母親は 28.4％であり、

管理的職業は父親 23.7％、母親 11.2％である。専門職・教育職、管理職に従事する母親の
割合の高さと、父親と母親の職業分布の差が、国内生と比較すると高いことが、学部生同様
留学生の両親の特徴として挙げられる。母親の 3 割程度が無職である点は、国内生・留学生
ともに共通している。 

19.5

15.6

9.5

12.8

23.7

11.2

11.2

13.7

14.2

10.6

11.9

30.4

10

5.7

父Father

母Mother

（留学生）両親の職業 Occupation of parents

1 専門的、技術的職業（科学研究者、技術者、医師、薬剤師、裁判官、検察官、弁護士、公認会計士、税理士、芸術家、宗教
家、著述家、記者、俳優、プログラマー等） Professional or Technical Services
2 教育的職業（大学（研究所）、短大、高専の教授・准教授等、小・中・高校の教員（校長・副校長・教頭を含む）、その他の
教員（私塾等）） Education
3 管理的職業（会社役員、課長級以上の会社員、課長以上の公務員等） Management

4 事務・販売・サービス業（一般事務（管理的職業を除く）） Office work/Sales/Service Industry

5 その他、上記以外の職業及び分類不能なもの Other

6 無職（不動産収入・金利・年金生活者などを含む） Not working

7 不在 N/A (no father/mother) 
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【大学院学生】 

 

本人の職業 

 

本人の職業について、無職が 36.4%で最も多く、「事務・販売・サービス・保安等」の
34.7％（前回 11.3％）、「その他」の 17.5%（前回 8.4％）と続く。前回調査と比べて数値
に大きな変動がみられるが、今回調査では選択肢に「無職」を追加していることからその影
響が大きいと思われる。 
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【大学院学生】 

 

「Ⅷ.家庭の状況」の分析（まとめ）                                         
大学院学生は主たる生計維持者が「父」か「本人」である。今回調査で、低収入層と高収

入層が共に拡大した。主たる生計維持者の収入は「450 万円未満」が 41.6%で、過去 10 年
間で最も多く、「1,050 万円以上」の割合も前回調査より微増したが、これは前述のとおり、
回答方式が従来と異なっている影響が表れた可能性がある。また、年収額は社会の景気に左
右される面があることから、前回調査時には発生していなかった新型コロナウイルスの影
響も考慮する必要があるだろう。 
 職業について、父親の職業は管理職が最も多いが、その割合が前回調査より減少した。母
親の職業は「無職」が 32.6％で最も多いものの、減少傾向である。本人は無職が 36.4%で
最も多い。 

大学院留学生の父親の年収は、450 万円未満が 8 割程度を占めており、日本人学生等と経
済的な差が大きい。奨学金で生活を支えている学生が多い留学生に関しては、母国家族が経
済的に頼れるかどうかが、経済的な不安の強さを大きく左右するため、特に母国家族の経済
状況に関しては、念頭に置いておく必要がある。 

また、大学院留学生の配偶者は、回答学生本人と収入分布が類似しており、夫婦の両方に
収入がある場合と、どちらか片方だけに収入がある場合で、家計の状況が大きく異なると考
えられる。 

大学院留学生の親の職業は、国内生と比較した際に、専門職・教育職、管理職に従事する
母親の割合の高さが特徴であり、父・母の職業分布の差が国内生と比較すると小さい。これ
らの点は、留学生の職業選択やジェンダー観などにも、影響を及ぼしうるだろう。 
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【大学院学生】 

 

Ⅸ.生活費の状況                                 

42．収入・支出                                                  
 収入が大きく減少 
 収入合計は 2009 年以降の最低額、支出合計は 1992 年以降の最低額 

 
42. あなた自身の生活費の状況について、金額を選んでください。（最近３ヶ月の実績か
ら、平均１ヶ月の収支額を、該当しない場合は｢０円｣を選んでください。） 

1 ヶ月収入合計は平均 180,290 円で、支出合計は平均 110,000 円であった。収支差額は
70,290 円であった。 

なお、これまでの調査では収入合計額を直接尋ねていたが、今回調査ではその設問を無く
しているため、主な収入項目（家庭からの仕送り・小遣い、学外の奨励金・奨学金、学内の
奨励金等、アルバイト、定職、配偶者からの支援、その他の収入）のそれぞれの回答結果の
平均額合計に基づいて収入合計額を算出している。 

また、回答方式についても、収入支出ともにこれまでの調査では金額を記入する形であ
ったが、今回調査では「その他の収入」を除き、金額区分から選ぶ形としているため、これ
までの調査結果と傾向が異なっている可能性があることに留意する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 

180,290 

110,000 

0 50,000 100,000 150,000 200,000

収入合計

支出合計

（単位：円）
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【大学院学生】 

 

収入合計（自宅生・自宅外生） 

 
収入の中身をみると、自宅生の上位 3 項目は「学外の奨励金・奨学金」（30.6%）、「学

内の奨励金等」（26.4%）、「アルバイト」（15.9%）となっており、自宅外生は「学外の
奨励金・奨学金」（26.0%）、「学内の奨励金等」（21.3%）、「仕送り・小遣い」（19.6%）
の順であった。 
 
支出合計（自宅生・自宅外生） 

 
 
主な収入項目 
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【大学院学生】 

 

主な支出項目 

 
 
収支の経年変化 

 

収支の経年変化をみると、特に収入が大きく減少した。収入合計が 2009 年以降の最低額
で、前回より 65,832 円減少した。支出合計も前回より 27,729 円減少し、1992 年以降の最
低額となった。 
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【大学院学生】 

 

「Ⅸ.生活費の状況」の分析（まとめ）                                         
 今回調査では、1 ヶ月の平均収入合計額が、前回調査より 65,832 円減少し、2009 年以

降の最低額となっている。支出合計は前回より 27,729 円減少し、1992 年以降の最低額であ
った。収支差額は 70,290 円で、前回調査の 108,393 円より 38,103 円も減少した。今回調査
は新型コロナウイルス感染症が発生して以来初めての調査で、2019 年以前の調査結果と比
べて大きな変化がみられる。同感染症の影響により収入が少なくなったことに伴い、支出を
抑えた可能性もうかがえる。 
 なお、入国していない学生が多く含まれていたことや、収入・支出平均の算出の仕方の相
違等から、留学生の家計状況については、国内生と比較を行わず、別途留学生版報告書で結
果を示す。  
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【大学院学生】 

 

Ⅹ.研究奨励金及び奨学金                                

43．学内外研究費等支援の受給状況                                         
 過半数は学内外の研究費等の経済的支援を何も受給していない 
 学内外の研究費等の経済的支援を受けている研究費の上位 3 項目は「ティーチング・

アシスタント」「日本学術振興会特別研究員」「リサーチ・アシスタント」 
 
43. 現在、学内外の研究費等の経済的支援を受けていますか。（いくつでも選んでくださ
い。）当てはまるものをすべて選択してください。 

 

 学内外の研究費等の経済的支援の受給状況について、52.3%の回答者が「受けていない」
（前回 58.5%）と回答した。受給している支援金のトップは、「ティーチング・アシスタン
ト」15.6%で、「日本学術振興会特別研究員」10.8%、「リサーチ・アシスタント」10.2%
と続く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

52.3%

15.6%

10.8%

10.2%

7.6%

6.3%

4.0%

2.2%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

受けていない

ティーチング・アシスタント

日本学術振興会特別研究員

リサーチ・アシスタント

SPRING GX

国際卓越大学院奨励金

卓越リサーチ・アシスタント

リーディング大学院奨励金

その他
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【大学院学生】 

 

修士課程 

 
専門職学位課程 

 修士課程（専門職学位課程含む）の学生は、SPRING GX 及び日本学術振興会特別研究員
の制度対象ではないため、0％となっている。受給している支援金のトップはティーチング・
アシスタント（修士課程 16.8%、専門職学位課程 3.6%）であった。 
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【大学院学生】 

 

博士課程（獣医学・医学・薬学除く） 

 
 
博士課程（獣医学・医学・薬学履修） 

 
 博士課程（獣医学・医学・薬学除く）の回答者で支援金を受けていない割合は 24.1%とな
っており、回答者の 4 分の 3 は何らかの経済的支援を受けていることが見て取れる。受給
している支援金のトップは博士課程（獣医学・医学・薬学除く）が日本学術振興会特別研究
員（34.7%）、博士課程（獣医学・医学・薬学履修）が SPRING GX（23.4%）であった。 
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【大学院学生】 

 

44．奨学的資金（学外）の受給状況                                         
 76.9％が奨学的資金を「受けていない」、前回調査より 3.2％ポイント減少 

 
44. 現在、定期的に奨学的な資金を受けていますか。（いくつでも選んでください。） 

 
複数回答可として奨学的資金の受給状況について尋ねたところ、「受けていない」が最も

多く 76.9%であった。前回調査の 80.1％と比較して 3.2％ポイント受けていない者が減少し
た。次いで「日本学生支援機構第一種奨学金（無利子）」18.3％（前回 16.8％）、「民間の
奨学団体」5.4％（前回 3.8％）と続く。 

 
  

76.9%

18.3%

5.4%

2.0%

0.4%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

受けていない

日本学生支援機構第一種奨学金（無利子）

民間の奨学団体

日本学生支援機構第二種奨学金（有利子）

日本以外の奨学団体

地方公共団体（自治体）
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【大学院学生】 

 

45．経済的支援の状況                                         
 支援を受けている回答者が半数未満 
 3 割強が支援が不足と回答 

 
45．現在、教育研究に専念できる国や大学等からの経済的支援の状況はいかがですか。 

 
 今回調査より新たに経済的支援の状況を尋ねたところ、「十分な支援を受けている」「あ
る程度の支援を受けている」と回答した者が半数未満であった。また、3 割強が「支援が不
足」、2 割強が「支援が不要」と回答している。 
 
経済的支援の状況（課程別） 
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【大学院学生】 

 

大学院留学生の中で、学内外の研究費・奨学金等の経済的支援を受けていない学生は全体
では 35.9％であった。在学段階別にみると、経済的支援を受けていない学生は、大学院研
究生 48.0％、修士課程 52.4％、専門職学位課程 30.4％、博士課程 18.0％であった。経済的
支援を受けていると回答した学生で、もっとも多かったのは国費奨学金 13.7％であり、
SPRING GX 等の大学からの研究奨励費が 12.7％と続く。 

経済的支援に関して「十分な支援を受けている」22.4％、「ある程度の支援を受けている」
23.6％であり、「十分な支援を受けている」と感じている学生の割合が、日本人学生よりも
高い。ただし、現在奨励費や奨学金を受給していない学生は、49.0％が、「支援が不足して
いる」と回答している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31.8 

7.7 

22.4 

30.8 

12.2 

23.6 

20.1 

49.0 

31.3 

17.2 

31.1 

22.6 
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支援ありYes

支援なし No

Total 合計

（留学生）国や大学等からの経済的支援
Are you currently receiving financial support from your country or the university？

十分な支援を受けているReceiving enough finanticla support 

ある程度の支援は受けている Receiving some support

支援が不足しているToo little financial support

支援は不要である No need of financial support
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【大学院学生】 

 

「Ⅹ.研究奨励金及び奨学金」の分析（まとめ）                                         
学内外研究費等支援の受給状況をみると、半数の大学院生は何も受けていなかった。その

中には支援を希望していても受けられない大学院生も一定割合いることを考えると、次回
以降、支援を希望して受けられなかった大学院生の割合がわかるような設問を追加するこ
とが望ましい。支援が不足していると回答した 3 割の大学院生も含め、経済的支援が十分
でないと考える大学院生は相当数いると考えられる。研究とお金は切り離せない関係にあ
ることから、大学院生に対する経済的支援の更なる拡充が求められる。 

大学院留学生の中で、学内外の研究費・奨学金等の経済的支援を受けていない学生は全体
では 35.9％であった。特に博士課程の学生は支援を受けている学生の割合が高い。また経
済的支援については、「十分な支援を受けている」と感じている学生の割合が、日本人学生
よりも高い。 
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【大学院学生】 

 

Ⅺ.アルバイト・暮らし向き                                 

46．アルバイトの目的                                         
 アルバイトの目的は、前回調査同様「生活費を稼ぐため」がほぼ半数 

46. アルバイトをした目的はどれにあたりますか。（どれか１つ選んでください。） 

 
アルバイトの目的は「生活費を稼ぐため」が 49.7%(前回 53.4%)と最も多く、「社会経験

のため」21.4%(前回 14.6%)、「学生生活を楽しむため」14.9%(前回 18.4%)と続く。前回
調査と比較して「社会経験のため」と「学生生活を楽しむため」の順が入れ替わっている。 
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【大学院学生】 

 

47．アルバイトと勉学の関係                                         
 「アルバイトが勉学の妨げになった」割合は 56.2% 
 妨げになった回答割合の多い研究科は「人文社会系研究科」、「医学系研究科」、「教

育学研究科」 
 妨げにならなかった回答の多い研究科は「数理科学研究科」 

 
47. アルバイトは勉学・研究の妨げになりませんでしたか。どれか１つ選んでくださ
い。） 

 
40.9%の回答者がアルバイトをしていなかったが、従事したことのある大学院生の中で

は、56.2%が「かなり妨げになった」「多少妨げになった」と回答している。 
大学院留学生のうち、アルバイトの従事経験のない学生は 65％であり、日本人学生に比

べると多い。従事したことのある大学院留学生の従事目的は、「生活費を稼ぐため」64.3％
（前回 61.3％）、「社会経験のため」16.9％（17.2％）、「授業料・学費を稼ぐため」9.8％
（5.5％）、「学生生活を楽しむため」5.9％（8.7％）であった。日本人学生等と比較すると、
生活費を補填するためにアルバイトを行う学生が多く、またコロナ前 2019 年度に実施した
調査と比べると、「生活費」「授業料等」を稼ぐことを目的とする留学生の割合が増えてお
り、必要性の高い学生がアルバイトを行っていると考えられる。 

一方、従事経験のある大学院留学生のうち、アルバイトが勉強の「かなり妨げになった」
と考える学生は 12.6％（15.2％）、「多少妨げになった」43.0％（45.2％）、「妨げになら
なかった」44.4％（39.2％）であり、前回調査と比較すると「妨げにならなかった」と回答
した留学生が若干増えている。また回答傾向は、日本人学生と類似している。 
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【大学院学生】 

 

アルバイトと勉学の関係（研究科別） 

 

アルバイトが勉学の「かなり妨げになった」「多少妨げになった」の合算値が多い研究科
は「人文社会系研究科」65.6%、「医学系研究科」63.6%、「教育学研究科」62.2%である。
「妨げにならなかった」の割合が最も高い研究科は「数理科学研究科」の 91.0%であった。 
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【大学院学生】 

 

48．現在の暮らし向き                                         
 暮らし向き「楽な方」「普通」「苦しい方」はそれぞれ 42.5%、33.3%、23.3% 

 
48. 現在の暮らし向きについてどうお考えですか。次の中からどれか１つ選んでください。 

現在の暮らし向きは「かなり楽な方」「やや楽な方」の合算値で 42.5%（前回 41.6％）、
「普通」で 33.3%（前回 36.5％）、「やや苦しい方」「大変苦しい方」の合算値で 23.3％
（前回 21.9％）となり、概ね前回調査と同じ結果となった。 
 

回答時に未入国の学生を除いた、大学院留学生の暮らし向きの評価は、「かなり楽な方」
（10.5％）、「やや楽な方」（24.5％）、「普通」（37.8％）、「やや苦しい」（19.5％）
「大変苦しい」（7.3％）であった。日本人学生よりも、「かなり楽」と回答した学生の割
合は少ない。  

10.5 24.5 37.8 19.5 7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（留学生）暮らし向き
Are you comfortable with your current lifestyle (economically)?  

かなり楽な方Very comfortable やや楽な方Somewhat comfortable
普通Normal やや苦しい方Somewhat uncomfortable
大変苦しい方Very uncomfortable わからない I don't know
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【大学院学生】 

 

「Ⅺ.アルバイト・暮らし向き」の分析（まとめ）                                         
アルバイトが勉学の妨げになったと回答した者は 56.2%である。生活費や勉学費を稼ぐ

ためにアルバイトをする反面、アルバイトをすることが勉学の妨げになるというジレンマ
が大学院生を悩ますことになる。暮らし向きについては、前回調査とほぼ変化がなく、新型
コロナウイルス感染症の影響はみられなかった。 
 大学院留学生の生計は、奨学金によって支えられている部分が多く、学業に集中できる経
済的支援があると感じている学生が国内生よりも多い。またアルバイト時間の制限もある
ことから、勉学の時間を取れないほどの極端な長時間のアルバイトは生じにくい。一方、暮
らし向きを「かなり楽な方」と評価している学生の割合は、国内生の半数程度であり、経済
と勉学のバランスを取りながら生活を維持している状況がみられる。 
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総合分析                                    
新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限が学部生と大学院生に与えた影響の比較分析 
 

総合分析では、昨年と同様に新型コロナウイルス感染症による様々な制限の影響につい

て分析する。ただし、これまでと異なり 2021 年度の学生生活実態調査は学部生と大学院

生を同じ時期に調査している。この新しい調査枠組みの特徴を活かし、学部生と大学院生

によって影響が異なるのか、また経済的な状況の主観的評価である暮らし向きによって影

響が異なるのか、またその影響が学部生と大学院生によって異なるのかを明らかにする。 

本調査では「新型コロナウイルス感染症下での様々な制限は、今現在あなたの生活にど

のような影響がありますか。あてはまるものを１つ選んでください。」という質問をたず

ね、学部生には「自身のキャリア形成や就職・進学」、「家族関係や友人との関係」、

「自身のメンタルヘルスや健康状態」、「アルバイト収入や家族の収入」、「課外活動等

の余暇時間の過ごし方」の 5つの項目についてたずねている。大学院生には「自身のキャ

リア形成や就職・進学」、「家族関係 や友人との関係」、「自身のメンタルヘルスや健

康状態」までは学部生と同じだが、「アルバイト収入や家族の収入」については「経済的

支援や収入」となっており、また「課外活動等の余暇時間の過ごし方」はない。これらの

項目について回答選択肢は「とてもよい影響があった」「よい影響があった」「どちらと

も言えない」「悪い影響があった」「とても悪い影響があった」という 5カテゴリであ

る。 

まず図 1より学部・大学院別および男女別に傾向を確認する。全体的に見て、「よい影

響」や「とても良い影響」よりも「悪い影響」や「とても悪い影響」と答えるケースが多

い。特に「家族関係や友人との関係」「自身のメンタルヘルスや健康状態」、「課外活動

等の余暇時間の過ごし方」などに悪影響があったとえいえる。「自身のキャリア形成や就

職・進学」や「アルバイト収入や家族の収入」については他の項目に比べて、悪影響があ

ったと回答するケースが少なくなっている。これら 2つは「どちらとも言えない」という

回答が多く、新型コロナウイルス感染症拡大での影響が現在においては比較的小さいもの

といえる。課程・男女別に傾向の違いを確認すると、全体としては傾向に大きな違いはな

かったが、「家族関係や友人との関係」について、学部生のほうが大学院生よりも悪い影

響があったと回答するケースが多いことがわかる。この傾向は学部生の男女ともに確認さ

れ、学部生の半数以上が家族関係や友人との関係の悪化を感じている。 
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図 1 学部・大学院別および男女別にみた新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制

限の影響 

 

昨年と同様に、簡単に結果を解釈できるように、「とてもよい影響があった」を 2 点、

「よい影響があった」を 1 点、「どちらとも言えない」を 0点、「悪い影響があった」を

-1 点、「とても悪い影響があった」を-2 点として分析を行う。なお、ポジティブな影響

が多くなると平均値はプラスに、ネガティブな影響が多くなると平均値はマイナスにな

る。図 2 は課程・男女別に平均値と信頼区間を示したものである。どの項目についても平

均値は負であり、新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限がネガティブな影響を

与えている。ここでも「家族関係や友人との関係」については学部と大学院で大きな違い

がみられ、大学院生よりも学部生のほうでネガティブな影響が大きかったといえる。 
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図 2 学部・大学院別および男女別にみた新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制

限の影響（平均値と 95%信頼区間） 

 

学部生については同様の質問を 2020 年度もたずねているので、図 3 には 2020 年度と

2021 年度の結果を示し、比較をする。学部によって回収の傾向が異なるため、厳密な年度

間の比較ができるわけではないことには注意が必要である（少なくとも学部と性別の分布

はウェイトで揃えるといった対処が必要となるがここでは行っていない）。2020 年度と比

較すると 2021 年度では、「自身のキャリア形成や就職・進学」や「家族関係や友人との

関係」についてよりネガティブな影響があったことがわかる。つまり、これらの悪影響は

より深刻になっている。昨年の 2020 年度の調査では、「「自身のキャリア形成や就職・

進学」についてはネガティブな影響があったものの、他の項目に比べれば影響は小さいと

いえる」（2020 年「総合分析」参照）という結果が導かれたが、新型コロナウイルス感染

症拡大が長期化する中で、自身のキャリア形成や就職・進学に大きな悪影響が出始めてい

るといえる。 

一方で、「アルバイト収入や家族の収入」については 2021 年度でやや得点が高くなっ

ており、僅かな回復の傾向がみられた。 
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図 3 新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の影響についての 2020 年度と

2021 年度の比較（平均値と 95%信頼区間、点線は 2020 年度、実線は 2021 年度） 

 

この結果をさらに詳細に検討するために、学年別に結果を示したのが図 4である。する

と、「自身のキャリア形成や就職・進学」や「家族関係や友人との関係」について、基本

的にはどの学年でみても 2021 年度のほうがネガティブな影響があったと答えることが多

いようである（3 年生の女性のみが例外）。また 2020 年度の 1年生と 2021 年度の 2年生

を比較しても、「自身のキャリア形成や就職・進学」と「家族関係や友人との関係」の多

くについて悪化の傾向がみられている。経済的状況はいくらか回復したかもしれないが、

大学生活における「自身のキャリア形成や就職・進学」や「家族関係や友人との関係」と

いった重要な問題については悪化の傾向が確認され、また「自身のメンタルヘルスや健康

状態」や「課外活動等の余暇時間の過ごし方」の悪影響も維持されているといえる。 
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図 4 新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の影響についての学年別の 2020 年

度と 2021 年度の比較（平均値と 95%信頼区間、点線は 2020 年度、実線は 2021 年度） 
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それではこれらのネガティブな影響は学部生や大学院生の経済的状況によって異なるの

だろうか。ここでは学部生と大学院生で共通して利用可能な暮らし向きと父職を用いた分

析をおこなう。図 5は暮らし向きと新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の影

響の関連を課程別および男女別にみたものである。「自身のキャリア形成や就職・進学」

については学部では暮らし向きによる差はないが、大学院では暮らし向きが悪いほどネガ

ティブな影響が大きくなっている。「家族関係や友人との関係」や「自身のメンタルヘル

スや健康状態」については、学部の女性を除いては、暮らし向きが悪いとネガティブな影

響が大きい。そして当然のことながら、「アルバイト収入や家族の収入」については暮ら

し向きが悪いほど、ネガティブな影響が大きいことがわかる。「課外活動等の余暇時間の

過ごし方」については暮らし向きによる差はみられなかった。 

全体として暮らし向きが悪いほうが新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の

ネガティブな影響が大きいことがわかる。 

 

 

図 5 暮らし向きと新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の影響の関連（平均

値と 95%信頼区間） 

 

しかし、暮らし向きはあくまで主観的な評価であり、影響の評価と関連が強くなる傾向

があると考えられる。そこで、出身の経済的な豊かさを示すものとして、父親の職業が専

門・管理か否かを用いて同様の分析を行う。結果は図 6に示した。暮らし向きに比べて、

ネガティブな影響の違いは大きくは見られないが、父親の職業が専門・管理であると、
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「アルバイト収入や家族の収入」「経済的支援や収入」に対するネガティブな影響が小さ

いことははっきりと結果に表れている。これは学部生だけではなく大学院生にも同様にみ

られ、社会経済的に不利な出身の学部生や大学院生において、経済的な負の影響が大きい

ことを示している。 

 

 

図 6 父職と新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の影響の関連（平均値と

95%信頼区間） 

 

以上をまとめると、（1）新型コロナウイルス感染症拡大下での様々な制限の影響は、

学部生と大学院生では共通する部分が多いが、「家族関係や友人との関係」については学

部生の悪化が深刻であること、（2）昨年度と比較して、その悪影響は回復するというよ

りもより悪化している部分があるということ、（3）暮らし向きが悪いとネガティブな影

響はより大きくなること、それと関連して（4）父親が専門・管理職以外の学部生や大学

院生の「アルバイト収入や家族の収入」「経済的支援や収入」についてのネガティブな影

響が大きいことがデータから示された。 
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